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ピス
自面隊の海外派兵を食い止め．大幡軍縮を！

米軍基地を搬去しよう！

反核運動を継絞し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！
市民による平和政液を提起しよう！

草の根の国際共同作葉を進めよう！

8.11ヨコスカへ
キティホーク四闊訛を止bよう！
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沖縄から~還め6月
おおすみ●市民の抗議に迎えられた「北方演習」
銃駆）‘ら●「周辺事態法」自泡本アンケートの報告
ペルジャ湾への視点●V¥t1-0スタッフ・インタビュー

●縫持会員（月額）

個人 1口1000円
団体 1口2000円

●参加会員（月額）

個人 1口 500円
団体 l口1000円

（会費は本紙贖読料を含みます）

“信会員（年額）脱軍備ネットワーク

3000円



日
本
は
専
守
防
衛
の
国
で
あ
る
、
と
は
誰
も
が

使
う
表
現
だ
が
、
そ
の
「
専
守
防
衛
」
の
定
義
は
？

と
聞
か
れ
て
キ
チ
ン
と
答
え
ら
れ
る
人
が
い
る

だ
ろ
う
か
。
こ
の
言
葉
、
あ
の
「
周
辺
事
態
」
と
同

じ
く
日
本
の
お
役
人
の
新
造
語
な
の
だ
が
、
実
は

両
方
と
も
、
一
度
も
明
確
に
定
義
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
！
当
然
ど
ち
ら
も
「
翻
訳
」
な
ん

て
無
理
な
話
。
昔
、
防
衛
庁
担
当
の
英
字
新
聞
の

記
者
が
、
「
専
守
防
衛
」
の
「
正
確
」
な
訳
を
求
め
て

幹
部
に
聞
い
て
回
っ
た
が
徒
労
に
終
わ
っ
た
と

「
専
守
防
衛
」
の
定
義
に
関
し
て
は
意
見
は

様
々
で
も
、
恐
ら
く
「
最
後
の
一
線
」
と
考
え
ら
れ

て
き
た
の
は
、
海
外
に
武
装
部
隊
を
送
ら
な
い
こ

と
だ
っ
た
C

こ
れ
に
関
し
て
は
、
や
は
り
だ
れ
も

青
木
雅
彦

反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議

海
外
侵
攻
用
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
暴
走

を
止
め
る
の
は
、
市
民
と
自
治
体
の

監
視
網
し
か
な
い
。

大
型
揚
陸
艦
が
「
最
後
の
一
織
」

い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
現
在
防
衛
庁
は
聞
く
相
手

に
応
じ
て
適
当
に
訳
し
分
け
て
い
る
）
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3.16呉で 本
国
に
帰
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
に
代
わ
り
、
新
し
く

横
須
賀
を
母
港
に
す
る
ア
メ
リ
カ
の
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が
、

八
月
十
一
日
に
入
港
す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
四
半
世
紀
に
及
ん
だ
空
母
の
母
港
が
来
世
紀
ま
で

継
続
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
知
事
さ
ん
と
市
長
さ
ん
か
ら
こ
れ

に
対
し
て
な
ん
ら
反
対
の
音
宅
心
表
示
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
に
、

私
た
ち
は
、
怒
り
と
失
望
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

．
 

現
在
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
軍
艦
の
母
港
を
お
い
て
い
る
港
は

二
一
ヶ
所
。
そ
の
う
ち
十
六
は
ア
メ
リ
カ
本
土
で
す
。
海
外
母

港
は
、
バ
ー
レ
ー
ン
（
一
隻
）
、
・
イ
タ
リ
ア
の
ガ
エ
タ
、
ラ
・
マ
ダ

レ
ー
ナ
（
各
一
隻
）
そ
し
て
、
佐
世
保
、
横
須
賀
の
五
ヶ
所
。
バ
ー

レ
ー
ン
と
イ
タ
リ
ア
に
配
備
さ
れ
た
三
隻
は
、
掃
海
艦
支
援
艦

で
あ
り
、
横
須
賀
の
よ
う
に
空
母
戦
闘
団
が
丸
ご
と
母
港
を
お

い
て
い
る
場
所
は
世
界
の
ど
こ
を
み
わ
た
し
て
も
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
（
こ
の
事
実
は
、
米
海
軍
が
開
い
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

空
母
の
横
須
賀
母
港
が
、
こ
の
よ
う
に
国
際
的
に
見
れ
ば
異

常
な
事
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
欲
し
い
と
思
い

（
十
六
ペ
ー
ジ
ヘ
）

「
お
お
す
み
」
の
動
き

三
月
十
一
日
三
井
玉
野
造
船
所
で
防
衛
庁
へ
引

き
渡
し
式
。
午
後
呉
に
向
け
出
港

三
月
十
六
日
呉
港
に
入
港
。
呉
基
地
に
配
備
。
歓

迎
式
典
と
海
上
抗
議
デ
モ
。

四
月
十
日
呉
港
で
、
初
め
て
L
C
A
C
登
場
。

四
月
二
六
日
呉
基
地
で
新
配
備
の
掃
海
母
艦

「
ぶ
ん
ご
」
と
共
に
一
般
公
開
。

五
月
十
八
日
横
須
賀
港
着
。

六
月
十
六
日
伊
豆
大
島
で
L
C
A
C
を
使
用
し

た
「
揚
陸
収
容
訓
練
」
（
＋
七
日
ま
で
）

六
月
十
九
日
呉
港
に
入
港

六
月
二
四
日
福
知
山
か
ら
の
車
両
7
両
を
試
験

積
み
し
て
呉
を
出
港

六
月
二
八
日
神
戸
魚
崎
の
海
自
阪
神
基
地
隊
に

入
港
六
月
三
十
日
北
方
機
動
演
習
参
加
の
陸
自
福
知

山
基
地
の
隊
員
二
百
名
と
車
両
五
十
台
を
搭
載

し
、
神
戸
阪
神
基
地
か
ら
出
港

七
月
三
日
北
海
道
浜
大
樹
で
L
C
A
C
を

使
っ
た
上
陸
演
習

七
月
四
日
釧
路
港
に
入
港
。
矢
臼
別
演
習
場

に
向
か
う
陸
自
隊
員
百
九
十
人
と
車
両
五
十
台
を

降
ろ
す
。

七
月
五
日
室
蘭
港
に
入
港
。
＋
七
日
ま
で
寄

港
し
て
、
「
戦
車
・
車
両
搭
載
及
び
揚
陸
試
験
」
な
ど

を
実
施
。
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行動の
呼びかけ

込ー一！空母の母港● ●横須賀に空母が母港を置いて25年がたちました。

この8月11日には、3代目の空母キティーホークが横

須賀に入港しようとしています。艦載機の墜落、騒音。

乗組員のための住宅建設と緑の破壊。そして湾岸

戦争への出動。小樽への入港。新ガイドライン安保

をひっぱてきたのも、横須賀の空母です。さらに原

子力空母の母港を示唆する発言も聞こえてきます。

●「空母の母港はもうやめにしよう」とみんなで声

をあげましょう。！ 逗忌三彦）
●横須賀市長へ母港拒否を求める手紙ファックスを！［FAX:0468(27) 8878] 
沢田秀男横須賀市長：横須賀市小川町11 横須賀市役所
●母港を認めないように申し入れ(7月29日午後2時市役所lFロビー）
●8月1日から10日まで毎日デモ 19時汐入駅集合（日曜日は16時集合）
●入港日は「平和船団」で海から抗議！

●入港日の夜は「平和運動センター」のデモに参加しよう！

とりあえすのよびかけ●NEPAの会、非核市民宣言運動ヨコスカ、キャッチピース、

すべての基地にNOをファイト神奈川、派兵チェック（市民宣言運動FAX:0468-25-0157)

月刊キャッチピース No.64 1998.7.20 

一
九
九
八
年
七
月
二
九

H

脱
軍
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス

キ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ク
の
横
須
賀
母
港
化

に
反
対
す
る
要
請
書
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横
須
賀
市
長
沢
田
秀
男
様

神
奈
川
県
知
事
岡
崎
洋
様
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北
方
機
動
演
習
で
初
訓
練

が
心
配
し
た
の
だ
ろ
う
。
自
衛
隊
発
足
時
の
有
名

な
参
議
院
の
決
議
に
、
「
現
行
憲
法
の
条
章
と
、
わ

が
国
民
の
熾
烈
な
る
平
和
愛
好
精
神
に
照
ら
し
、

海
外
出
動
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
こ
と
を
、
姦
に

更
め
て
確
認
す
る
」
(
-
九
五
四
・
六
・
ニ
）
と
あ
る

と
お
り
明
快
だ
。
し
か
し
こ
の
決
議
も
九
十
年
代

に
な
っ
て
怪
し
く
な
っ
て
き
た
。
p
k
o部
隊
と

し
て
自
衛
隊
が
海
外
に
派
兵
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
「
邦
人
救
出
」
を
名
目
と
し
て
自
衛
隊
機

を
派
遣
で
き
る
よ
う
に
自
衛
隊
法
も
書
き
換
え

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
陸
・
空
の
自
衛

隊
は
海
外
に
派
遣
で
き
る
訳
だ
。
こ
れ
じ
ゃ
や
っ

ぱ
り
ま
た
「
い
つ
か
き
た
道
」
な
の
か
？

大
量
の
軍
隊
を
武
器
・
資
材
と
と
も
に
海
外
に

運
ぶ
の
は
ま
ず
船
で
あ
る
五
＞
硫
黄
島
で
も
沖
縄
で

も
米
軍
は
海
岸
か
ら
の
強
襲
揚
陸
で
攻
め
て
き

た
。
日
本
に
も
当
然
こ
う
い
う
「
輸
送
」
を
受
け
持

つ
船
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
船
は
世
界
2
位

グ
軍
事
費
を
誇
る
国
と
し
て
は
驚
く
ほ
ど
貧
弱

(
「
専
守
防
衛
」
の
建
前
か
ら
は
当
然
だ
が
）
だ
。
い

や
、
だ
っ
た
。
自
衛
隊
は
昨
年
ま
で
輸
送
艦
と
し

て
計
六
隻
を
保
有
し
て
て
い
た
が
、
大
き
な
方
の

「
み
う
ら
」
型
で
も
基
準
排
水
量
は
二
千
ト
ン
で

し
か
な
い
。
全
隻
動
員
し
て
も
運
搬
可
能
な
兵
員

は
六
百
人
程
度
。
こ
れ
で
は
と
て
も
大
規
模
な
侵

略
は
無
理
だ
。
結
局
日
本
の
海
外
侵
略
の
ネ
ッ
ク

は
海
上
輸
送
能
力
だ
っ
た
C

い
た
嘘
を
つ
く
し
か
な
い
質
問
が
混
じ
っ
て
い

る
か
ら
無
理
も
な
い
‘
]

こ
の
「
お
お
す
み
」
の
活
用
方
法
を
実
地
で
示

し
た
の
が
、
現
在
実
施
中
の
自
衛
隊
最
大
の
演
習

「
北
方
機
動
特
別
演
習
」
（
以
下
「
北
方
演
習
」
と

略
）
だ
こ
の
演
習
は
、
六
月
―

1
0
日
か
ら
八
月
二

日
の
長
期
間
行
わ
れ
て
い
て
、
も
と
も
と
は
七
十

年
代
後
半
か
ら
、
「
ソ
連
の
脅
威
」
に
対
し
て
北
海

道
に
増
派
部
隊
を
送
る
た
め
に
始
ま
っ
た
演
習

だ
が
、
現
在
で
は
も
っ
ぱ
ら
大
部
隊
を
民
間
の
輸

送
能
力
な
ど
を
「
活
用
」
し
て
移
動
を
行
う
演
習

と
し
て
毎
年
継
続
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
北
方
演

習
は
第
3
師
団
（
本
部
伊
丹
市
）
の
三
千
人
の
陸

自
隊
員
、
車
両
九
百
五
十
台
、
戦
車
二
十
五
両
を

北
海
道
に
移
動
さ
せ
矢
臼
別
演
習
場
で
訓
練
を

行
う
。「
北
方
演
習
」
の
よ
う
に
師
団
規
模
で
部
隊
を

運
ぶ
場
合
は
、
自
衛
隊
は
「
自
己
完
結
的
」
に
な
れ

な
い
。
つ
ま
り
民
間
の
輸
送
に
頓
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
今
回
も
フ
ェ
リ
ー
、
鉄
道
、
民
間
機
が
活
用
さ

れ
た
が
、
自
衛
隊
は
そ
の
詳
細
（
い
つ
、
何
を
使
っ

た
か
な
ど
）
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
修
学
旅
行
で

な
い
、
秘
密
を
旨
と
す
る
軍
事
作
戦
行
動
な
の
だ

と
い
う
こ
と
だ
（
ま
た
反
対
運
動
に
出
合
う
の
も

避
け
た
い
）
。
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
「
民
間
の
能

続
々
と
海
外
展
開
用
兵
器
を
購
入

と
こ
ろ
が
今
年
、
こ
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
上
の
制

約
を
一
気
に
突
破
す
る
海
上
自
衛
隊
の
新
兵
器

が
配
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
っ
そ
の
名
も
「
”
輸
送

艦
”
お
お
す
み
」
。
「
お
お
す
み
」
は
こ
れ
ま
で
使

わ
れ
て
き
た
輸
送
艦
（
最
大
の
も
の
で
基
準
排
水

量
一
千
ト
ン
台
）
と
は
文
字
ど
お
り
桁
違
い
に
大

き
い
基
準
排
水
最
（
つ
ま
り
何
も
荷
物
を
載
せ

な
い
重
さ
）
は
八
千
九
百
ト
ン
だ
が
、
ア
メ
リ
カ

の
同
種
艦
の
よ
う
に
満
載
排
水
鼠
で
表
す
と
一

ガ
三
千
ト
ン
。
全
長
百
七
十
八
メ
ー
ト
ル
。
米
海

軍
の
「
イ
オ
ー
ジ
マ
」
級
強
襲
揚
陸
艦
が
満
載
一

万
八
千
ト
ン
、
全
長
百
八
十
一
ニ
メ
ー
ト
ル
だ
か

ら
、
自
衛
隊
の
昔
の
輸
送
艦
よ
り
も
む
し
ろ
米
軍

の
強
襲
揚
陸
艦
に
近
い
。

「
お
お
す
み
」
は
艦
種
の
分
類
は

L
S
T
、
自
衛

隊
は
輸
送
艦
と
呼
ん
で
い
る
へ
と
こ
ろ
が
米
軍
の

艦
種
記
号
一
覧
を
見
る
と
、

L
S
T
は
「
戦
車
揚

陸
艦
」
と
訳
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
L
S
T
'
Ii

L
a
n
d
i

n
g
 S
h
i

p

 

T
a
n
k
だ
か
ら
直
訳
で
あ

召
何
し
ろ
、
海
外
に
は
D
e
st
r
oy
e
r
(
駆
逐
艦
）
と

紹
介
し
て
い
る
船
を
「
護
衛
艦
」
、
ジ
ェ
ー
ン
年
鑑

が
戦
闘
爆
撃
機
と
分
類
し
て
い
る
戦
闘
機
(
F
S

の
記
号
を
付
け
る
）
を
「
支
援
戦
闘
機
」
と
呼
ん
で

い
る
自
衛
隊
の
こ
と
だ
か
ら
驚
く
に
は
当
た
ら

な
い
。3そ
し
て
実
際
に
米
強
襲
揚
陸
艦
の
最
新
装
備

カ
の
活
用
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
先
取
り

の
意
味
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

自
衛
隊
の
輸
送
機
、
輸
送
艦
も
フ
ル
に
動
員

（
陸
自
の
演
習
で
あ
る
が
、
海
自
、
空
自
も
「
支
援
」

参
加
す
る
）
さ
れ
た
が
、
昨
年
ま
で
と
違
う
の
は
、

揚
陸
艦
「
お
お
す
み
」
が
投
入
さ
れ
た
こ
と
だ
。

「
お
お
す
み
」
は
、
神
戸
市
の
阪
神
基
地
隊
で
隊
員

二
百
名
と
車
両
五
十
台
を
積
み
込
み
、
七
月
三
日

に
北
海
道
大
樹
町
の
浜
大
樹
派
習
場
で

L
C
A

C
を
使
い
強
襲
揚
陸
訓
練
を
行
っ
た
。

ま
さ
に
「
敵
前
上
陸
」
の
た
め
の
侵
略
兵
器
だ

と
い
う
指
摘
に
、
し
た
り
顔
の
軍
事
評
論
家
は
反

論
す
る
。
ヘ
リ
が
格
納
で
き
な
い
。
搭
載
兵
員
も

千
人
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
エ
ア
ー
カ
バ
ー

（
航
空
兵
力
の
支
援
）
が
な
い
と
揚
陸
艦
だ
け
で

は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
け
だ
．．． 
等
々
。
し
か

し
自
衛
隊
に
と
っ
て
重
要
な
事
は
、
以
前
と
は
性

格
の
違
う
こ
の
装
備
が
、
国
会
や
マ
ス
コ
ミ
で
全

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
い
わ
ば
無
審
査

で
了
承
さ
れ
た
と
い
う
「
白
紙
委
任
」
の
事
実
で

あ
る
。
プ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
後
、
後
続
部
隊
は
容

易
で
あ
る
。
そ
れ
見
た
こ
と
か
、
今
年
の
軍
事
費

に
は
「
お
お
す
み
」
の

2
番
艦
の
予
算
が
し
つ
か

り
計
上
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
画
期
的
な
配
備
は
海
だ
け
で
な
い
。
ほ

大
き
さ
が
桁
違
い
、
実
は
強
襲
揚
陸
艦

を
備
え
て
い
る
。
そ
れ
が
「
お
お
す
み
」
の
腹
の
中

に
収
め
ら
れ
た
、

2
隻
の
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
型
揚

陸
艇
L
C
A
C
（
エ
ル
キ
ャ
ッ
ク
）
だ
。

L
C
A
C

は
圧
縮
空
気
を
下
に
吹
き
付
け
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
空
中
浮
揚
し
、
海
か
ら
そ
の
ま
ま
海

岸
に
上
陸
で
き
る
。
速
度
も
四
十
ノ
ッ
ト
と
高
速

で
敵
地
を
「
強
襲
」
で
き
る
。
騒
音
も
も
の
す
ご
い

が
（
配
備
さ
れ
た
呉
で
ま
と
も
な
運
用
も
で
き
な

い
ほ
ど
）
、
普
通
の
橋
も
渡
れ
な
い
九

0
式
戦
車

（五

0
ト
ン
）
さ
え
載
せ
て
浮
揚
で
き
る
。
「
お

お
す
み
」
と
い
い

L
C
A
Cと
い
い
、
一
体
「
専
守

防
衛
」
は
ど
こ
に
行
っ
た
と
言
い
た
く
な
る
新
兵

器
だ
が
、
さ
す
が
に
自
衛
隊
も
ち
ょ
っ
と
ま
ず
い

と
思
っ
て
、
初
演
習
は

6
月
に
伊
豆
大
島
で
「
噴

火
の
際
の
住
民
救
出
」
を
名
目
と
し
て
行
わ
れ
た

と
い
う
か
ら
笑
わ
せ
る
。
自
衛
隊
は
こ
れ
だ
け
大

き
な
船
だ
か
ら
災
害
派
遣
の
時
に
役
立
つ
、
と
盛

ん
に
照
れ
隠
し
も
あ
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

が
、
「
お
お
す
み
」

1
隻
五
―
―

1
0
億
円
。
こ
れ
だ
け

金
を
か
け
れ
ば
ど
れ
だ
け
の
災
害
救
助
ヘ
リ
が

買
え
る
か
と
考
え
る
だ
け
で
そ
の
主
張
の
奇
妙

さ
が
分
か
る
＾
7

年
の
二
月
一
六
日
に
「
ヒ
ー
ス

リ
ン
ク
」
が
海
自
呉
地
方
総
監
に
、
「
お
お
す
み
」

と
L
C
A
C
の
運
用
と
任
務
に
つ
い
て
公
開
質

問
状
を
出
し
た
が
、
自
衛
隊
は
完
全
に
だ
ん
ま
り

を
決
め
込
ん
で
い
る
。
質
問
状
に
は
、
「
米
軍
の
揚

陸
艦
と
『
お
お
す
み
』
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
」
と
か
、
自
衛
隊
に
は
と
っ
て
は
見
え
透

ぼ
「
お
お
す
み
」
の
呉
配
備
と
時
を
同
じ
く
し
て

今
年

3
月
に
空
自
浜
松
基
地
に
「
空
飛
ぶ
司
令

室」

A
W
A
C
S
が
配
備
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は

遠
い
異
国
の
地
で
戦
闘
機
が
戦
う
に
は
自
分
の

レ
ー
ダ
ー
だ
け
が
頼
り
と
い
う
心
細
い
状
態

だ
っ
た
が
、

A
W
A
C
S
が
あ
れ
ば
、
敵
機
の
情

報
と
的
確
な
指
令
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
得
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
空
中
給
油
機
も
予
算
の
順
番
待
ち

f、こ゚t
 この
よ
う
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
側
か
ら
の
問
わ

ず
語
り
の
明
確
な
政
策
転
換
に
、
国
民
的
論
議
は

無
論
、
国
会
で
も
全
く
議
論
し
な
い
。
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
は
「
神
が
な
け
れ
ば
全
て
が
許
さ
れ

る
」
と
書
い
た
が
、
日
本
の
軍
人
は
「
国
会
議
員
が

眠
り
こ
け
て
い
る
の
で
全
て
が
許
さ
れ
る
」
と
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

絶
望
的
な
話
は
こ
こ
ま
で
。
最
後
は
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
締
め
く
く
ろ
う
。
「
北
方
演
習
」
二
十

年
の
歴
史
の
中
で
、
今
年
の
演
習
に
は
か
つ
て
な

か
っ
た
反
対
の
広
が
り
が
あ
っ
た
。
「
お
お
す
み
」

を
派
遣
し
た
呉
、
実
動
部
隊
を
送
っ
た
第
3
師
団

の
関
西
、
演
習
地
の
北
海
道
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自

に
、
ま
た
連
動
し
て
抗
議
が
行
わ
れ
た
。

呉
で
は
「
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
」
が
六
月
十
五
日
に

防
衛
庁
長
官
に
「
お
お
す
み
」
を
「
北
方
演
習
」
に

反
対
の
市
民
の
広
が
り
は
過
去
最
大

5
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参
加
さ
せ
な
い
よ
う
要
請
し
、
北
海
道
浜
大
樹
で

上
陸
演
習
が
始
ま
っ
た
七
月
二
日
に
、
呉
港
で
抗

議
の
会
場
デ
モ
を
行
っ
て
い
る
。

関
西
で
は
、
関
西
共
同
行
動
な
ど
十
八
団
体
が

連
名
で
、
部
隊
を
派
遣
す
る
第

3
師
団
の
本
部

（
伊
丹
市
千
僧
）
に
出
向
い
て
抗
議
文
を
手
渡
し
、

さ
ら
に
六
月
二
十
九
日
「
お
お
す
み
」
が
陸
自
部

隊
を
積
み
込
む
た
め
に
寄
港
し
て
い
た
神
戸
の

阪
神
基
地
隊
ヘ
―
一
十
数
名
が
抗
議
に
駆
け
つ
け
、

閉
ざ
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
前
で
の
抗
議
行
動
と
抗
議

文
の
手
渡
し
を
行
っ
た
。

北
海
道
で
は
、
今
年
の
「
北
方
演
習
」
を
き
っ
か

け
に
新
し
く
で
き
た
「
す
べ
て
の
軍
艦
船
を
平
和

の
船
に
！
『
お
お
す
み
』
を
廃
船
に
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
、
六
月
十
五
日
に
北
海
道
庁
や
室
蘭

市
長
な
ど
に
対
し
て
公
開
質
問
状
を
送
り
演
習

に
抗
議
し
港
を
使
わ
せ
な
い
こ
と
な
ど
を
要
求

す
る
と
共
に
、
「
周
辺
事
態
法
案
」
な
ど
自
治
体
を

軍
の
た
め
に
動
員
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
対
し

て
自
治
体
の
姿
勢
を
質
し
た
3

こ
の
質
問
状
に
対
し
て
は
道
と
室
蘭
市
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
。
演
習
の
中
味
に
関
し
て
は
自
治

体
は
自
衛
隊
の
側
か
ら
の
一
方
的
な
通
告
だ
け

で
、
自
治
体
の
側
か
ら
質
問
し
て
い
る
様
子
は
な

か
っ
た
。
た
だ
、
北
海
道
庁
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

か
ら
の
要
求
に
応
じ
て
自
衛
隊
に
送
っ
た
質
問

状
へ
の
回
答
が
公
表
さ
れ
た
。
民
間
輸
送
手
段
で

の
詳
細
は
明
ら
か
に
し
な
い
、
弾
栗
輸
送
の
ル
ー

報
告
⑱

「
沖
縄
か
ら
」

＿
沖
縄
ボ
イ
ス
」

編
集
委
員

伊
波
洋
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
元
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）

六
月
の
沖
縄
は
、
五
十
三
年
前
の
沖
縄
戦
の
戦

死
者
の
た
め
の
慰
霊
の
日
、
六
月
二
十
三
日
ま
で

全
県
各
地
で
数
多
く
の
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
る
（
）

一
九
四
五
年
四
月
一
日
の
米
軍
上
陸
か
ら
始

ま
っ
た
沖
縄
本
島
で
の
地
上
戦
闘
が
一
二
か
月
も

続
い
た
後
、
沖
縄
本
島
南
部
の
喜
屋
根
（
き
ゃ
ん
）

岬
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
六
月
二
十
三
日
に
日
本

軍
指
司
令
部
崩
壊
で
事
実
上
終
了
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
沖
縄
県
は
、
そ
の
日
を
慰
霊
の
日
と
定
め
、
県

庁
、
各
市
町
村
役
所
、
学
校
な
ど
公
共
機
関
も
休

日
に
し
て
県
全
体
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
沖
縄

貼
民
の
慰
霊
祭
を
行
な
っ
て
い
る
Q

ト
は
公
表
し
な
い
、
な
ど
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
い

つ
も
の
秘
密
主
義
で
逃
げ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で

い
わ
ば
フ
リ
ー
パ
ス
で
あ
っ
た
自
衛
隊
の
軍
事

派
習
が
、
絶
え
ず
市
民
と
法
の
監
視
に
晒
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
軍
の
行
動
や
自
治
体
の

意
識
も
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
「
北
方
演
習
」
は
、
あ
る
意
味
で
、
「
周
辺

事
態
法
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
自
治
体
利
用

（
室
蘭
港
の
「
お
お
す
み
」
の
十
日
間
の
連
続
使
用

な
ど
）
や
民
間
利
用
（
軍
隊
の
輸
送
）
の
露
払
い
と

い
う
意
味
も
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
す
る
反
対

行
動
を
有
効
な
も
の
に
し
て
い
く
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
自
治
体
と
市
民
監
視
で
あ
る
こ
と
も
明
確
に

な
っ
て
き
た
と
思
う
。
自
衛
隊
で
あ
れ
米
軍
で
あ

れ
、
法
治
国
家
に
お
い
て
は
そ
の
行
動
の
全
て
に

法
的
・
行
政
的
根
拠
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
を
し

つ
こ
く
一
っ
―
つ
追
求
し
て
い
く
こ
と
で
、
「
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
軍
隊
の
暴
走
を
押
さ
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
も
し
今
回
の
演

習
で
、
自
衛
隊
・
武
器
弾
薬
が
通
過
す
る
全
て
の

自
治
体
が
そ
の
正
当
な
権
限
を
行
使
し
し
て
い

た
と
す
れ
ば
「
北
方
演
習
」
も
非
常
に
や
り
づ
ら

い
も
の
に
な
っ
た
は
ず
。
も
ち
ろ
ん
「
周
辺
事
態

法
」
も
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
空
文
に
な
る
。
●

沖
縄
県
民
を
巻
き
込
ん
で
行
な
わ
れ
た
沖
縄

戦
は
、
二
十
万
人
を
超
え
る
沖
縄
県
民
を
死
に
追

い
や
っ
た
。
鉄
の
暴
風
と
形
容
さ
れ
た
軍
艦
か
ら

の
艦
砲
射
撃
は
、
日
本
軍
と
非
戦
闘
員
で
あ
っ
た

沖
縄
県
民
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
地
上
に
降
り

注
ぎ
、
跡
形
も
な
く
破
壊
し
た
゜
多
く
の
沖
縄
県

民
が
逃
げ
惑
い
な
が
ら
破
裂
し
た
艦
砲
に
当
っ

て
死
ん
だ
。

戦
後
の
沖
縄
民
謡
に
生
き
残
っ
た
沖
縄
住
民

を
「
艦
砲
の
喰
残
し
（
カ
ン
ポ
ー
の
ク
ウ
ェ
ー
ヌ

ク
サ
ー
）
」
と
椰
楡
し
た
歌
も
あ
る
の
は
、
艦
砲
射

撃
に
よ
る
戦
死
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
か
ら

だ
。
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
石
灰
岩
地

域
に
多
い
鍾
乳
洞
に
隠
れ
た
住
民
の
中
に
は
、
米

軍
の
「
デ
テ
コ
イ
、
デ
テ
コ
イ
」
と
言
う
投
降
勧
告

に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
、
火
炎
放
射
や
ガ
ソ
リ
ン

を
流
し
込
ん
で
火
を
付
け
ら
れ
て
焼
き
殺
さ
れ

た
者
も
多
い
。

ま
た
、
鬼
畜
と
教
え
ら
れ
て
い
た
米
軍
の
捕
虜

に
な
る
よ
り
、
死
を
選
ぶ
よ
う
に
と
日
本
軍
か
ら

渡
さ
れ
て
い
た
手
留
弾
等
で
死
ん
で
い
っ
た
住

民
も
少
な
く
な
い
。
三
カ
月
に
及
ん
だ
地
上
戦
闘

は
、
幾
つ
も
の
地
獄
を
各
地
で
作
り
出
し
た
。

沖
縄
戦
を
追
体
験
す
る
平
和
ガ
イ
ド
の
コ
ー

ス
に
は
各
地
に
あ
る
大
き
な
鍾
乳
洞
も
含
ま
れ

て
い
る
が
、
わ
ず
か
の
光
で
何
か
月
も
過
ご
し
た

と
言
う
鍾
乳
洞
の
真
っ
暗
闇
を
一
分
体
験
す
る

だ
け
で
参
加
者
の
多
く
が
闇
の
恐
怖
に
襲
わ
れ

る。

慰
霊
式
典
で
の
政
府
と
大
田
県
政

六
月
二
十
三
日
の
慰
霊
の
日
に
は
、
喜
屋
根

（
き
ゃ
ん
）
岬
の
近
く
に
あ
る
摩
文
仁
平
和
祈
念

公
園
で
恒
例
の
沖
縄
県
全
戦
没
者
追
追
悼
式
が

行
な
わ
れ
た
。
正
午
の
黙
祷
を
は
さ
ん
で
行
な
わ

れ
る
追
悼
式
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
参
加
者
が
集

い
、
正
午
の
黙
祷
に
は
、
八
月
の
甲
子
園
に
向
け

て
行
な
わ
れ
て
い
る
高
校
野
球
県
内
予
選
の
会

場
で
も
試
合
を
中
止
し
、
全
員
が
立
ち
上
が
っ
て

黙
祷
を
捧
げ
る
。

式
典
に
日
本
政
府
か
ら
鈴
木
沖
縄
開
発
庁
長

官
が
参
加
し
、
橋
本
首
相
の
式
辞
を
代
読
し
た

が
、
沖
縄
県
と
政
府
の
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
を
巡

る
対
立
構
図
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

首
相
の
挨
拶
は
「
基
地
の
整
理
縮
小
に
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
昨
年
の

S
A
C
0最
終

報
告
の
と
お
り
、
普
天
間
飛
行
場
の
返
還
を
含
め

て
着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
沖
縄
の
願

い
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
」

と
し
、
海
上
基
地
建
設
を
推
進
す
る
こ
と
を
言
外

に
強
調
し
た
っ

一
方
、
大
田
知
事
の
平
和
宣
言
は
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
言
及
し
、
『
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指

針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
に
基
づ
く
、
い
わ
ゆ
る
「
周

辺
事
態
安
全
確
保
法
案
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ
れ

7
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橋
本
政
権
と
大
田
沖
縄
県
政
が
対
立
す
る
原

因
と
な
っ
た
海
上
ヘ
リ
基
地
に
つ
い
て
、
政
府
が

発
表
し
て
い
た
規
模
を
大
き
く
上
回
る
計
画
を

米
軍
が
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た。
沖
縄
県
が
米
国
防
総
省
の
内
部
文
書
「
普
天
間

飛
行
場
移
設
に
関
す
る
国
防
総
省
の
機
能
分
析

と
運
用
構
想
」
(
-
九
九
七
年
九
月
三
日
付
）
を
入

手
し
、
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
海
兵
隊
や
海
軍

の
担
当
者
が
九
七
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
二
十

九
日
に
ハ
ワ
イ
で
普
天
間
飛
行
場
移
設
の
機
能

上
の
必
要
条
件
お
よ
び
運
用
概
念
を
集
中
討
議

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
説
明
と
違
う
主
な

点
は
次
の
と
お
り
。

一
、
海
上
基
地
の
規
模
を
長
さ
一
千
五
百
メ
ー

ト
ル
、
幅
八
百
メ
ー
ト
ル
と
し
、
幅
は
さ
ら
に
一

千
メ
ー
ト
ル
も
し
く
は
そ
れ
以
上
ま
で
拡
大
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
（
日
本
政
府
は
、
長
さ
一
千

五
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
百
メ
ー
ト
ル
と
説
明
し
て

い
た
）二、

S
A
C
0最
終
報
告
で
は
五
年
か
ら
七
年

の
建
設
期
間
に
対
し
て
、
九
年
な
い
し
十
年
の
期

間
が
必
要
と
し
て
い
る
。

三
、
最
新
鋭
の
垂
直
離
着
陸
機
M
V
2
2
オ
ス
プ

米
軍
の
海
上
ヘ
リ
基
地
計
画

て
お
り
、
一
段
と
県
民
を
不
安
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
案
は
、
有
事
の
際
、
米
軍
に
よ
る
民
間
空

港
や
港
湾
施
設
な
ど
の
一
時
使
用
が
可
能
に
な

る
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
の
協
力
を
半
ば

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
県
は
、
米
軍
基
地

を
加
重
に
抱
え
て
い
る
う
え
、
島
し
ょ
県
と
し
て

数
多
く
の
空
港
、
港
湾
施
設
を
有
し
て
お
り
、
県

民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
）
』

と
述
べ
て
有
事
に
お
け
る
米
軍
へ
の
協
力
と
政

府
の
後
方
支
援
体
制
へ
の
反
対
の
立
場
を
示
し

た。
二
日
後
の
参
議
院
選
挙
の
公
示
日
を
前
に
、
海

上
ヘ
リ
基
地
建
設
で
の
橋
本
政
権
と
大
田
県
政

の
対
立
の
構
図
を
ま
す
ま
す
明
確
に
示
し
た
式

典
と
な
っ
た

C

)

沖
縄
県
内
各
地
で
慰
霊
行
事

沖
縄
で
は
、
慰
霊
の

H
ま
で
に
各
地
で
字
単
位

の
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
慰
霊
の
日
に
は
、
県
式
典
に
前
後
し

て
沖
縄
戦
で
仲
間
を
亡
く
し
た
同
窓
の
慰
霊
祭

が
喜
屋
根
（
き
ゃ
ん
）
岬
の
近
く
に
集
中
す
る
多

く
の
慰
霊
の
塔
で
行
な
わ
れ
た
。

主
な
慰
霊
塔
は
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
（
県
立
師
範

女
子
部
、
県
立
第
一
高
女
）
、
白
梅
之
塔
（
県
立
第

二
高
女
）
、
和
魂
の
塔
（
那
覇
商
業
高
校
）
、
沖
縄
師

範
健
児
之
塔
（
沖
縄
師
範
学
校
）
、
開
南
健
児
之
塔

（
旧
制
開
南
中
学
）
‘
-
中
健
児
之
塔
（
旧
制
第
一

中
学
）
、
二
中
健
児
の
塔
（
旧
制
第
二
中
学
）
ず
い

せ
ん
の
塔
（
学
徒
隊
）
他
で
あ
る
が
、
中
学
生
や
高

校
生
を
従
軍
看
護
婦
や
防
衛
隊
な
ど
に
動
員
し

た
沖
縄
戦
の
実
態
を
示
す
も
の
だ
。

読
谷
村
楚
辺
区
で
は
、
区
自
治
会
の
主
催
、
区

婦
人
会
、
子
ど
も
育
成
会
の
共
催
で
「
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
、
軍
国
主
義
教
育
を
徹

底
し
て
教
え
込
ん
だ
皇
民
化
教
育
の
悲
劇
な
ど

が
指
摘
さ
れ
た
。
楚
辺
区
は
九
―
一
年
に
三
百
名
の

沖
縄
戦
の
戦
争
体
験
記
を
集
録
し
た
「
楚
辺
誌
」

を
発
行
し
て
い
る
。

宜
野
湾
市
に
あ
る
佐
喜
真
美
術
館
で
は
、
慰
霊

の
日
の
前
々
日
、
市
内
の
小
学
校
児
童
と
教
諭
に

よ
る
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
朗
読
劇
「
す
う
ま

ん
ぼ
う
す
う
（
梅
雨
の
季
節
）
」
が
上
演
さ
れ
た
。

同
劇
は
、
同
じ
脚
本
で
県
内
の
五
つ
の
小
学
校
で

も
上
演
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
慰
霊
の
日
当
日
は
、
丸
木
位
里
、
俊
夫

妻
に
よ
る
大
連
作
「
沖
縄
戦
の
図
」
を
バ
ッ
ク
に

沖
縄
演
劇
界
で
一
人
芝
居
を
取
り
組
む
北
島
角

子
が
一
人
の
女
性
の
戦
争
体
験
を
一
人
芝
居
に

し
た
「
い
の
ち
」
を
演
じ
た
。

沖
縄
戦
終
焉
の
地
に
散
ら
ば
っ
た
多
く
の
戦

死
者
の
遺
骨
を
集
め
て
埋
葬
し
た
魂
ぱ
く
之
塔

レ
イ
の
配
備
が
な
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
）

四
、
普
天
間
基
地
の
多
く
の
部
隊
が
嘉
手
納
基

地
や
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
基
地
な
ど
に
も
移

さ
れ
る
。
普
天
間
基
地
に
所
属
す
る
主
な
四
つ
の

部
隊
（
海
兵
隊
航
空
基
地
、
第
三
六
海
兵
航
空
群
、

第
一
八
海
兵
航
空
管
制
群
、
第
一
七
二
海
兵
航
空

団
支
援
中
隊
）
で
海
上
ヘ
リ
基
地
に
移
る
の
は
、

第
三
六
海
兵
航
空
群
だ
け
だ
。
そ
の
他
は
、
第
一

七
二
海
兵
航
空
団
支
援
中
隊
が
キ
ャ
ン
フ
・
フ
ォ

ス
タ
ー
基
地
に
、
海
兵
航
空
団
運
用
支
援
機
（
ニ

機
の
C
1
2
、
一
機
の
T
3
9
)
は
嘉
手
納
飛
行
場
に
、

第
一
八
航
空
管
制
群
の
す
べ
て
の
部
隊
（
第
一
八

海
兵
航
空
管
制
群
、
第
一
八
海
兵
航
空
交
通
管
制

中
隊
、
第
一
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
砲
兵
中
隊
、
第
二
海

兵
航
空
支
援
中
隊
、
第
四
海
兵
管
制
中
隊
）
は
、
嘉

手
納
飛
行
場
も
し
く
は
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ォ
ス
タ
ー

基
地
に
、
普
天
間
飛
行
場
に
あ
る
予
備
マ
ッ
ト
や

遠
征
飛
行
場
の
装
備
は
那
覇
軍
港
、
海
兵
隊
岩
国

基
地
あ
る
い
は
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー
チ
に
。

さ
ら
に
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
が
海
兵
隊
航

空
基
地
か
ら
の
異
動
お
よ
び
民
間
雇
用
者
な
ど

で
約
七
百
十
八
人
の
増
員
と
な
り
、
シ
ュ
ワ
ブ
の

一
部
を
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
移
す
こ
と
に
な

る
。
（
日
本
政
府
が
説
明
し
て
い
た
の
は
、
第
一
五

ニ
空
中
給
油
輸
送
中
隊
が
岩
国
基
地
へ
移
さ
れ

る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
）

こ
の
米
軍
の
建
設
運
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
国

会
で
も
上
原
康
助
衆
院
議
員
が
予
算
委
員
会
で

平
和
の
礎
（
い
し
じ
）
と
魂
ば
く
之
塔

に
は
、
慰
霊
の
日
当
日
は
早
朝
か
ら
多
く
の
参
拝

者
が
訪
れ
、
線
香
の
煙
が
絶
え
る
こ
と
な
<
-
日

中
続
い
た
。
重
箱
に
沖
縄
伝
統
の
料
理
を
作
っ
て

供
え
る
家
族
も
多
い
。
沖
縄
戦
の
戦
死
者
の
遺
骨

の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
共
同
埋
葬
場
所
に
葬
ら

れ
て
お
り
、
遺
族
は
年
に
一
度
の
参
拝
を
欠
か
さ

な
い
。大
田
県
政
が
建
立
し
た
全
戦
没
者
の
氏
名
を

刻
印
し
た
平
和
の
礎
（
い
し
じ
）
は
、
今
年
も
新
た

に
六
百
六
十
三
人
が
追
加
刻
銘
さ
れ
、
総
数
は
一
―

三
万
七
一
―
―
―
八
人
に
な
っ
た
。

平
和
の
礎
（
い
し
じ
）
の
建
立
で
、
ど
こ
で
戦
死

し
た
か
わ
か
ら
な
い
遺
族
の
多
く
が
氏
名
が
刻

銘
さ
れ
た
前
に
花
を
捧
げ
て
祈
る
よ
う
に
な
っ

た。）
魂
は
く
之
塔
の
近
く
で
は
、
慰
霊
の
日
当
日
、

例
年
の
第
一
五
回
「
六
・
ニ
三
国
際
反
戦
沖
縄
集

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
約
五
百
名
は
、
ひ
め

ゆ
り
の
塔
近
く
か
ら
平
和
行
進
を
行
な
い
、
会
場

で
は
沖
縄
戦
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
パ
ネ
ル
を
展

示
し
な
が
ら
反
戦
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
、
沖
縄

が
米
軍
の
戦
争
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

反
対
し
、
基
地
の
整
理
・
縮
小
こ
そ
が
戦
争
犠
牲

者
の
願
い
に
こ
た
え
る
道
で
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

取
り
上
げ
た
が
、
政
府
は
関
知
し
て
い
な
い
と
の

紋
切
り
型
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
米
軍
の
思
い
の

ま
ま
に
部
隊
の
再
編
や
運
用
を
変
更
で
き
る
現

状
で
は
、
細
か
い
こ
と
は
知
り
た
く
な
い
と
い
う

の
が
政
府
の
本
音
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
米
軍
基
地
を
抱
え
る
地
域
に
と
っ
て

は
、
演
習
内
容
の
変
更
や
部
隊
の
変
更
・
追
加
、
新

た
な
施
設
の
建
設
な
ど
が
大
変
な
問
題
な
の
だ
。

米
軍
の
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
計
画
が
明
ら
か
に

な
り
、
大
田
知
事
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
県
民
の
多

く
が
日
本
政
府
に
対
し
て
大
き
な
不
信
感
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

七
月
十
二
日
の
参
議
院
選
挙
で
、
沖
縄
に
お
い

て
は
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
問
題
が
最
大
の
争
点

と
な
っ
た
。
事
実
上
、
革
新
現
職
の
島
袋
宗
康
候

補
（
沖
縄
社
会
大
衆
党
委
員
長
）
と
自
民
党
の
西

田
健
次
郎
候
補
（
前
県
議
）
の
保
革
の
争
い
と
な

り
、
島
袋
候
補
が
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
に
反
対

し
、
普
天
間
基
地
の
海
外
移
設
、
基
地
の
な
い
沖

縄
づ
く
り
を
訴
え
た
の
に
対
し
、
西
田
候
補
は
海

上
ヘ
リ
基
地
建
設
を
推
進
に
よ
る
橋
本
政
府
と

連
携
し
た
沖
縄
の
振
典
開
発
を
訴
え
た
3

橋
本
首
相
を
初
め
、
多
く
の
政
府
・
自
民
党
首

脳
が
選
挙
応
援
に
駆
け
つ
け
て
、
海
上
ヘ
リ
基
地

に
反
対
す
る
大
田
県
政
を
批
判
し
た
が
、
選
挙
結

参
議
院
選
挙
と
海
上
ヘ
リ
基
地

，
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果
は
、
革
新
現
職
の
島
袋
宗
康
候
補
が
自
民
党
候

補
に
五
千
票
以
上
の
差
を
つ
け
て
当
選
し
、
海
上

ヘ
リ
基
地
に
反
対
す
る
県
民
の
声
を
明
ら
か
に

し
た

c

)

全
国
で
も
予
想
外
の
大
敗
北
を
喫
し
た
橋
本

自
民
党
政
権
は
、
一
夜
で
退
陣
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
十
一
月
の
県
知
事
選
挙
で
海
上
ヘ
リ
基
地
建

設
問
題
で
対
立
し
た
大
田
県
政
か
ら
県
政
を
奪

還
し
よ
う
と
全
力
を
傾
け
て
い
た
橋
本
首
相
が
、

い
ち
早
く
姿
を
消
し
た
こ
と
で
、
海
上
ヘ
リ
基
地

建
設
以
外
の
選
択
枝
に
向
け
た
動
き
が
日
米
両

政
府
に
出
て
き
て
い
る
。
今
回
の
島
袋
宗
康
氏

の
勝
利
は
沖
縄
の
革
新
勢
力
の
勝
利
と
言
え
る

が
、
勝
因
は
、
十
一
月
の
県
知
事
選
挙
に
向
け
て

大
田
知
事
の
三
選
出
馬
表
明
を
早
々
と
実
現
さ

せ
、
基
地
問
題
を
争
点
に
保
革
対
決
の
構
え
を
構

染
し
た
こ
と
に
あ
る
橋
本
退
陣
を
追
い
風

に
に
し
な
が
ら
、
大
田
県
政
は
十
一
月
の
県
知
事

選
挙
に
向
け
て
海
士
ヘ
リ
基
地
建
設
へ
の
反
対

と
普
天
間
飛
行
場
の
県
外
移
設
を
訴
え
続
け
て

い
く
だ
ろ
う
〉

参
議
院
選
挙
に
む
け
て
沖
縄
タ
イ
ム
ス
と
朝

日
新
聞
が
基
地
問
題
を
中
心
に
世
論
調
査
（
対
象

は
有
権
者
名
簿
か
ら
千
百
一
．
十
一
人
）
を
し
た
の

で
、
主
な
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
（

米
軍
が
ベ
ト
ナ
ム
で
サ
リ
ン
使
用

米
軍
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
サ
リ
ン
を
使
用
し

て
い
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が

C
N
N
テ
レ
ビ
で
世

界
を
駆
け
巡
っ
た
。
六
月
七
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

発
の
共
同
通
信
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、

C
N
Nは

タ
イ
ム
誌
と
共
同
取
材
を
行
い
、
当
時
の
関
係
者

2
0
0
人
以
上
の
証
言
に
基
づ
き
、
米
軍
の
特
殊

部
隊
が
一
九
七

0
年
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
逃
亡
米

兵
の
掃
討
作
戦
に
際
し
、
サ
リ
ン
の
入
っ
た
神
経

ガ
ス
爆
弾
を
爆
撃
機
か
ら
投
下
し
て
い
た
と
、
米

C
N
N
テ
レ
ビ
な
ど
が
七
日
報
じ
た
。
作
戦
参
加

者
に
よ
る
と
、
七

0
年
九
月
、
ベ
ト
ナ
ム
国
境
か

ら
約
一

0
0キ
ロ
入
っ
た
ラ
オ
ス
の
村
で
、
偵
察

部
隊
が
相
手
側
に
寝
返
っ
た
元
米
兵
を
発
見
し

た
。
偵
察
部
隊
が
後
続
を
待
っ
間
、
北
ベ
ト
ナ
ム

兵
士
が
攻
撃
し
て
き
た
た
め
、
米
軍
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
支
援
に
駆
け
つ
け
、
サ
リ
ン
爆
弾
を
投
下

し
た
。
サ
リ
ン
爆
弾
は

C
B
u
l
5と
名
づ
け
ら

れ
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
使
用
を
承
認
。
七

0
年
、
米

軍
か
ら
逃
亡
し
て
ラ
オ
ス
国
内
で
共
産
側
に
協

力
し
て
い
た
元
米
兵
を
掃
討
す
る
「
追
い
風
作

戦
」
で
使
わ
れ
た
と
い
う
。
翌
朝
現
場
に
入
っ
た

特
殊
部
隊
隊
員
が
一

0
0人
以
上
の
死
者
を
確

認
、
逃
亡
兵
と
み
ら
れ
る
十
数
人
の
遺
体
を
目
撃

関
係
者
は
驚
い
て
い
る
。

県
民
世
論
調
査
の
動
向

一
、
海
上
ヘ
リ
基
地
に
大
田
知
事
が
反
対
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
支
持
す
る
」
五
十
五
％
、

「
支
持
し
な
い
」
二
十
一
％
、
「
そ
の
他
」
二
十
四

％
。
県
政
与
党
の
社
民
、
共
産
、
公
明
な
ど
の
支
持

層
が
九
割
前
後
の
高
い
支
持
率
で
、
無
無
党
派
層

で
も
半
数
以
上
が
支
持
。
自
民
党
支
持
層
は
半
数

が
不
支
持
だ
が
、
約
三
割
は
支
持
し
て
い
る
。

二
、
普
天
間
基
地
の
代
替
施
設
の
移
設
先
は
ど

こ
が
い
い
か
。
「
名
護
市
沖
の
海
上
基
地
」
十
四

％
、
「
県
内
の
他
の
場
所
」
六
％
、
「
本
土
」
十
―
―
-
%
、

「
グ
ア
ム
や
ハ
ワ
イ
を
含
む
米
本
国
」
四
十
九
％
、

「
そ
の
他
•
N
A
」
十
八
％
。
米
国
移
設
が
四
十
九

％
と
圧
倒
的
で
、
県
内
移
設
は
二
十
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
年

9

海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
を
推
進
し
て

い
る
自
民
党
の
支
持
者
で
も
内
訳
は
「
米
国
移

設
」
三
十
三
％
、
「
名
護
市
沖
」
三
十
一
％
と
米
国

移
設
を
普
天
間
飛
行
場
返
還
の
解
決
策
と
考
え

て
い
る
。

三
、
基
地
撤
去
の
方
向
性
「
す
べ
て
撤
去
」

三
十
％
、
「
半
分
撤
去
」
四
十
％
、
「
い
ま
の
ま
ま
残

す
」
十
二
％
、
「
そ
の
他
・
答
え
な
い
」
二
十
四
％
。

米
軍
基
地
を
「
半
分
程
度
撤
去
す
る
」
と
「
い
ま

の
ま
ま
残
す
」
を
合
わ
せ
る
と
五
十
二
％
に
な

る。―

-
0
一
五
年
ま
で
に
基
地
ゼ
ロ
を
目
指
す
県

の
基
地
返
還
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し

て
、
現
実
化
し
た
基
地
返
還
を
前
に
軍
用
地
主
や

基
地
内
雇
用
へ
の
不
安
が
高
ま
り
、
基
地
と
リ
ン

ク
さ
れ
た
沖
縄
振
興
策
な
ど
か
ら
現
実
路
線
へ

し
た
と
い
う
（
J
具
体
的
な
日
時
や
場
所
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
統
合
参
謀
本
部
議
長

だ
っ
た
ム
ー
ラ
ー
氏
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
米
国

の
兵
士
の
生
命
を
助
け
る
た
め
な
ら
、
ど
の
よ
う

な
兵
器
で
も
喜
ん
で
使
っ
た
」
と
話
し
、
サ
リ
ン

爆
弾
使
用
を
認
め
た
と
い
う
。
ま
た
別
の
元
高
官

は
、
ラ
オ
ス
と
北
ベ
ト
ナ
ム
で

2
0
回
以
上
サ
リ

ン
爆
弾
を
投
下
し
た
と
語
っ
て
い
る
（
）
さ
ら

に
毎
日
新
聞
の
続
報
に
よ
る
と
、
米
統
合
参
謀
本

部
議
長
だ
っ
た
ト
マ
ス
・
ム
ー
ラ
ー
氏
（
8
6
)
が

電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
ラ
オ
ス
で
米
兵
脱

走
者
ら
多
数
が
神
経
ガ
ス
・
サ
リ
ン
で
殺
さ
れ
た

と
報
じ
ら
れ
る
1
9
7
0年
当
時
、
前
線
に
は
米

国
の
情
報
機
関
員
が
集
結
し
、
多
量
の
神
経
ガ
ス

が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
軍

事
作
戦
を
統
括
し
て
い
た
同
氏
は
、
神
経
ガ
ス
の

用
途
は
「
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
」
と
語
り
、

米
中
央
情
報
局

(
C
I
A
)
な
ど
の
情
報
機
関
が

サ
リ
ン
作
戦
に
関
与
し
た
可
能
性
を
強
く
示
唆

し
た
。
「
私
は
そ
の
種
の
作
戦
命
令
や
戦
闘
報
告

は
受
け
て
い
な
い
」
と
語
る
一
方
、
「
ラ
オ
ス
に
多

数
の
情
報
機
関
員
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
た
」
と
し
て
、
敵
側
に
寝
返
っ
た
米
兵

の
「
処
分
」
が
、
情
報
機
関
の
関
心
事
で
あ
っ
た
こ

と
を
に
お
わ
せ
た
。
さ
ら
に
ム
ー
ラ
ー
氏
は
、
サ

リ
ン
が
前
線
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
の
は
自
明
と

の
認
識
を
示
し
、
「
（
サ
リ
ン
を
）
製
造
し
た
の
は
、

前
線
の
各
所
に
配
備
し
て
使
う
必
要
が
あ
る
か

米
国
防
総
省
は

C
N
N
の
サ
リ
ン
報
道
に
関

連
し
て
、
七
月
二
日
な
っ
て
沖
縄
に
一
九
七

0
年

当
時
サ
リ
ン
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

た
。
六
九
年
七
月
、
米
軍
・
知
花
弾
薬
庫
（
現
嘉
手

納
弾
薬
庫
）
で
神
経
ガ
ス
が
漏
れ
て
米
兵
が
中
毒

に
な
っ
た
こ
と
を
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
報
道
し
、
毒
ガ
ス
貯
蔵
が
明
ら
か

に
な
り
、
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
多
最
の
毒
ガ
ス
弾
な

ど
化
学
兵
器
は
「
レ
ッ
ド
ハ
ッ
ト
作
戦
」
の
名
で

ハ
ワ
イ
に
近
い
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
島
の
廃
棄
処
理

施
設
に
輸
送
さ
れ
た
。
毒
ガ
ス
の
種
類
は
当
時
明

ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
、
サ
リ
ン
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

米
国
は
、
沖
縄
を
核
兵
器
を
含
め
て
生
物
、
化

学
兵
器
な
ど
全
て
の
兵
器
や
軍
備
を
配
備
で
き

る
戦
略
的
基
地
と
位
置
付
け
て
い
た
。
い
ず
れ
、

核
兵
器
の
種
類
や
数
贔
、
生
物
兵
器
の
存
在
も
明

サ
リ
ン
は
沖
縄
に
貯
蔵

傾
斜
が
見
ら
れ
る
。

基
地
の
集
中
す
る
中
北
部
地
域
で
「
い
ま
の
ま

ま
残
す
」
が
十
七
％
あ
り
、
他
の
地
域
と
比
べ
て

突
出
し
て
い
る
の
は
、
半
世
紀
以
上
の
米
軍
基
地

の
存
在
が
、
善
し
悪
し
を
超
え
て
軍
用
地
料
や
基

地
内
雇
用
な
ど
住
民
生
活
と
直
接
に
結
び
つ
い

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
米
軍
基
地
の
返
還
が
進
行
し
て
い

け
ば
行
く
ほ
ど
、
基
地
へ
の
依
存
が
少
な
く
な
る

こ
と
と
、
返
還
地
域
の
発
展
と
比
べ
て
基
地
に
依

存
す
る
地
域
が
立
ち
遅
れ
て
い
く
こ
と
で
基
地

返
還
と
跡
地
利
用
を
求
め
る
動
き
が
出
て
く
る

に
ち
が
い
な
い
。

米
国
か
ら
も
撤
退
を
求
め
る
声
が
出
て
く
る

中
で
は
、
早
め
の
基
地
返
還
と
跡
地
利
用
の
実
現

が
地
域
発
展
に
と
っ
て
有
利
に
な
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
簡
単
で
な
い
の
は
、
目
先
の
利
害
を

考
え
ざ
る
得
な
い
こ
と
だ
。
那
覇
防
衛
施
設
局
は

参
議
院
選
挙
の
直
前
の
七
月
三
日
に
キ
ャ
ン
プ
・

ハ
ン
セ
ン
の
一
部
百
六
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
年

内
に
返
還
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
跡
利

用
が
困
難
な
斜
面
地
域
で
大
部
分
を
市
有
地
が

占
め
る
名
護
市
は
一
憶
円
強
の
地
科
が
無
く
な

る
の
で
継
続
使
用
を
求
め
る
要
請
を
繰
り
返
し

行
な
っ
て
い
る
。
嘉
手
納
弾
栗
地
区
で
も
読
谷
村

の
一
部
六
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
年
末
ま
で
に
返

還
す
る
こ
と
が
六
月
未
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
大

半
が
黙
認
耕
作
地
で
あ
り
、
突
然
の
返
還
通
知
に

ら
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、

サ
リ
ン
を
使
っ
た
米
軍
の
軍
事
作
戦
は
「
一
度
も

な
か
っ
た
」
と
明
言
し
、
米
軍
と
は
切
り
離
し
た

形
で
の
貯
蔵
だ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
(
]
以

上
、
米
国
防
総
省
お
よ
び
米
軍
を
大
き
く
ゆ
る
が

す
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
を
駆
け
巡
っ
た
。
し
か
し
、

米
国
防
総
省
は
情
報
対
策
を
行
な
い
、

C
N
N
へ

圧
力
を
か
け
て
誤
報
だ
っ
た
と
認
め
さ
せ
た
。
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五
月
の
訪
米
行
動
で
基
地
内
環
境
汚
染
除
去

作
業
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
基
地
跡
地
で
実

て
調
査
報
告
書
を
出
し
た
が
、
そ
の
中
で
米
国
に

環
境
浄
化
の
義
務
が
あ
る
こ
と
が
次
の
よ
う
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
（
日
米
地
位
協
定
四
条
に
よ

り
）
日
本
の
在
日
米
軍
及
び
海
兵
隊
と
米
政
府
当

局
者
は
、
閉
錯
さ
れ
る
基
地
に
お
い
て
環
境
浄
化

の
義
務
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
~
し
か
し
な
が

ら
、
一
九
九
五
年
の
国
防
総
省
の
方
針
は
、
海
外

の
提
供
国
へ
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
施
設

や
設
備
に
つ
い
て
、
米
国
防
省
の
活
動
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
環
境
汚
染
に
よ
る
健
康
や
安

全
に
緊
急
性
の
あ
る
重
大
な
危
険
に
つ
い
て
除

去
を
求
め
て
い
る
」
指
摘
さ
れ
て
い
る

1
9
9

-3
年
の
国
防
総
省
の
方
針
は
、
「

1
9
9
5
年
の

米
国
報
総
省
の
環
境
汚
染
に
対
す
る
政
策
方
針
」

で
あ
る
が
、
米
国
防
総
省
の
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

D
E
N
I
X
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

D
E

X
I
X
は
、
外
部
か
ら
も
p
u
b
l
i
C

M

e

n
u
が
利
用
可
能
な
サ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ン
付
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
）

（
▽
~
舌
m
日
啓
g
蕊
臣

m
旦
已
屁
品
営
y

¥
d
e
ni
x
.
c
e
c
e

r.a
r
m
y
.
mi
l
/
 d
e
n
 
i

x
/
P
u
b
li
c
/
 

p
u
b
li
c.ht
m
l
)
0
v
e
r
s
e
a
s
で
検
索
す
る
と
地
位
協

定
関
連
な
ど
海
外
甚
地
に
関
す
る
文
書
が
出
て

く
る
。

上
原
康
助
氏
の
動
向
（
続
報
）

県
が
基
地
内
環
境
浄
化
対
策

ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

米
国
防
総
省
が
沖
縄
に
サ
リ
ン
の
貯
蔵
を
認

め
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
サ
リ
ン
が
な
か
っ
た
こ

と
を
強
調
す
る
た
め
だ
が
、
沖
縄
に
膨
大
な
ス

ト
ッ
ク
を
置
い
て
い
た
の
は
、
い
ぢ
と
言
う
と
き

に
使
う
た
め
だ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
真
っ
最
中
の
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
で
使
う
時
に
な
っ
て
沖
縄
か
ら
取

り
寄
せ
る
の
で
は
間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
。

C
N
N
は
、
米
退
役
軍
人
や
国
防
総
省
の
抗
議
を

受
け
て
「
裏
付
け
が
不
十
分
だ
っ
た
」
と
「
米
軍
の

サ
リ
ン
攻
撃
」
報
道
を
撤
回
し
、
記
事
を
担
当
し

た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ニ
人
を
解
雇
し
た
か
、
サ
リ

ン
攻
撃
の
負
偽
に
つ
い
て
の
判
断
を
回
避
し
て

いる（）一
方
、
二
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
「
米
軍
が

サ
リ
ン
を
使
っ
た
と
い
う
報
道
内
容
は
真
実
。
C

N
X
は
軍
の
圧
力
に
屈
し
た
」
と
批
判
し
て
い

るへ）
米
軍
は
ベ
ト
ナ
ム
で
数
々
の
非
人
道
的
な
軍

事
作
戦
行
動
を
実
施
し
て
お
り
、

C
N
N
の
記
者

達
が
『
百
名
余
の
関
係
者
を
取
材
し
て
報
道
し

た
「
米
軍
の
サ
リ
ン
攻
撃
」
は
限
り
な
く
真
実
に

近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

地
に
調
査
し
た
大
田
知
事
及
び
同
行
し
た
自
治

体
首
長
（
宜
野
湾
市
長
、
浦
添
市
長
、
金
武
町
長
）

は
、
米
国
内
の
返
還
基
地
の
環
境
浄
化
の
深
刻
さ

を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
県
内
の
基
地
内
環
境
浄

化
対
策
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
よ
う
で
、
訪
米

後
、
基
地
内
環
境
浄
化
対
策
を
求
め
る
発
言
を
頻

繁
に
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

沖
縄
県
が
基
地
内
浄
化
対
策
を
積
極
的
に
取

り
組
み
始
め
た
の
は
、
昨
年
九
月
米
国
に
調
査
団

を
派
遣
し
て
、
米
国
内
の
基
地
跡
地
利
用
に
つ
い

て
雇
用
者
対
策
や
環
境
浄
化
対
策
に
つ
い
て
実

地
に
説
明
を
受
け
て
か
ら
だ
c
今
回
の
知
事
の
訪

米
調
査
で
、
さ
ら
に
基
地
内
浄
化
対
策
を
加
速
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

六
月
十
五
日
、
県
は
米
軍
基
地
の
環
境
問
題
を

取
り
組
む
「
基
地
の
環
境
調
査
お
よ
び
環
境
浄
化

に
関
す
る
庁
内
研
究
会
」
の
発
足
を
決
め
た
。
研

究
チ
ー
ム
は
、
関
係
五
課
で
構
成
さ
れ
、
①
環
境

問
題
の
実
態
お
よ
び
対
策
に
か
か
る
調
査
・
研

究
、
②
日
本
と
米
国
の
制
度
上
の
相
違
に
関
す
る

調
査
・
研
究
、
③
日
米
両
政
府
お
よ
び
関
係
自
治

体
の
対
応
の
状
況
調
査
、
を
行
な
う
。

七
月
十
日
、
基
地
所
在
の
三
十
一
市
町
村
と
県

で
つ
く
る
県
軍
用
地
転
用
促
進
・
基
地
問
題
協
議

会
（
会
長
・
大
田
知
事
）
の
九
八
年
度
幹
事
会
が
開

か
れ
、
政
府
と
米
軍
へ
の
要
請
事
項
と
し
て
、
第

一
番
に
「
基
地
の
環
境
浄
化
対
策
の
強
化
」
を
新

た
に
加
え
た
。
協
議
会
で
は
、
県
が
「
知
事
訪
米

大
田
知
事
に
対
抗
馬
と
し
て
県
知
事
選
出
馬

が
保
守
勢
力
が
待
望
す
る
上
原
康
助
衆
院
議
員

が
、
参
議
院
選
挙
公
示
日
直
前
の
六
月
十
九
日
に

二
十
八
年
所
属
し
た
社
民
党
を
離
党
し
、
沖
縄
で

中
道
勢
力
の
結
集
を
図
る
新
た
な
政
治
勢
力
と

し
て
「
沖
縄
民
主
連
合
」
の
結
成
を
表
明
し
た
。
目

前
に
迫
っ
た
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
も
、
比
例
区

で
前
沖
縄
県
知
事
の
吉
元
氏
を
比
例
区
候
補
に

擁
す
る
社
民
党
で
は
な
く
、
民
主
党
を
応
援
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
に
、
出
身
組
織
の

全
駐
労
沖
縄
地
区
本
部
も
急
遠
、
社
民
党
支
持
か

ら
民
主
党
支
持
に
選
挙
方
針
を
変
更
し
た
。
県
知

事
選
だ
け
で
な
く
解
散
衆
院
選
挙
を
も
脱
ん
だ

選
択
と
い
え
る
。

上
原
氏
の
離
党
は
、
上
原
氏
と
社
民
党
県
連
の

軋
礫
の
結
果
で
あ
る
が
、
自
民
党
県
連
が
保
守
勢

力
を
ま
と
め
て
県
知
事
選
挙
に
勝
て
る
候
補
者

と
し
て
上
原
氏
を
担
ぎ
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ

と
で
、
県
内
政
局
を
ゆ
る
が
し
て
波
紋
を
拡
げ
て

い
る
。こ
れ
ま
で
の
上
原
氏
の
発
百
も
県
知
事
選
出

馬
に
含
み
を
も
た
せ
て
お
り
、
参
議
院
選
挙
で
自

民
党
候
補
が
当
選
す
れ
ば
、
出
馬
必
至
と
い
う
の

が
大
方
の
観
測
だ
っ
た
。

し
か
し
、
海
上
ヘ
リ
基
地
反
対
を
訴
え
た
現
職

島
袋
宗
康
氏
が
勝
利
し
た
こ
と
で
、
上
原
氏
の
知

事
選
出
場
は
事
実
上
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
上
原

氏
は
会
談
の
事
実
を
頑
強
に
否
定
し
続
け
て
い

で
、
米
軍
基
地
の
環
境
汚
染
、
浄
化
問
題
が
深
刻

な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
指
摘
し
、
宜

野
湾
市
は
「
日
米
地
位
協
定
四
条
は
、
基
地
返
還

時
に
米
軍
の
現
状
回
復
義
務
を
免
除
し
て
い
る
。

汚
染
の
調
査
、
除
去
作
業
を
国
の
責
任
で
行
な
わ

せ
る
べ
き
だ
」
と
提
起
し
た
。

今
年
九
月
に
返
還
さ
れ
る
予
定
の
ホ
ワ
イ
ト

ビ
ー
チ
に
向
か
う
道
路
沿
い
の
軍
用
地
に
つ
い

て
、
県
は
那
覇
防
衛
施
設
局
の
意
見
照
会
に
対
し

て
、
返
還
後
に

P
C
B汚
染
が
発
覚
し
た
恩
納
通

侶
所
跡
地
を
例
に
、
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
る
有

害
物
質
が
あ
れ
ば
除
去
す
る
よ
う
求
め
る
回
答

を
出
し
た
（
）
今
後
の
返
還
予
定
地
に
対
し
て
も
、

県
は
同
様
の
意
見
書
を
国
に
出
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
一
方
、
在
沖
米
軍
は
地
位
協
定
四
条
に
基
づ
い

て
原
状
回
復
は
日
本
政
府
の
責
任
と
い
う
姿
勢

を
崩
し
て
い
な
い
。
六
月
十
日
に
在
沖
米
海
兵
隊

基
地
ビ
ギ
ン
ボ
ッ
サ
ム
司
令
官
が
離
任
あ
い
さ

つ
の
た
め
、
大
田
知
事
に
会
っ
た
時
に
も
「
普
天

間
飛
行
場
が
返
還
さ
れ
た
後
に
、
環
境
問
題
が
生

じ
た
場
合
は
日
米
地
位
協
定
に
基
づ
き
、
原
状
回

復
は
日
本
政
府
の
仕
事
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
本
誌
―
二
月
号
で
も
述
べ
た
よ
う
に
ヒ

ギ
ン
ボ
ッ
サ
ム
司
令
官
の
発
言
は
誤
っ
て
い
る
。

今
年
三
月
に
米
国
議
会
の
会
計
検
査
院

(
G
A

0
)
は、

S
A
C
0
最
終
合
意
に
よ
る
沖
縄
で
の

基
地
返
還
と
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
な
ど
に
つ
い

る
が
、
投
票
日
の
直
前
の
九
日
夜
に
上
原
氏
が
大

田
県
知
事
ら
県
三
役
、
県
議
会
議
長
ら
数
名
と
一

緒
に
会
談
し
た
こ
と
で
、
上
原
氏
を
知
事
選
に
担

ぎ
出
そ
う
と
し
た
保
守
系
県
議
ら
に
落
胆
と
不

満
も
生
ん
で
い
る
。

上
原
衆
院
議
員
が
「
基
地
ハ
ー
フ
ォ
プ
シ
ョ

ン
」
を
提
起
し
て
、
米
軍
基
地
の
存
続
を
打
ち
出

し
た
こ
と
で
、
一
番
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は

基
地
内
従
業
員
で
組
織
す
る
全
駐
労
沖
縄
地
本

だ
。
二
十
六
年
前
の
沖
縄
返
還
時
の
約
二
万
人
か

ら
減
っ
た
と
は
言
え
、
八
千
名
余
の
基
地
従
業
員

が
働
き
、
そ
の
多
く
が
世
代
交
代
し
つ
つ
あ
り
、

か
っ
て
反
戦
反
基
地
闘
争
を
バ
ッ
ク
に
県
内
革

新
勢
力
の
支
援
で
基
地
内
従
業
員
の
労
働
者
と

し
て
の
権
利
を
認
め
さ
せ
て
き
た
基
地
内
労
働

運
動
の
歴
史
を
知
ら
な
い
世
代
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
全
駐
労
沖
縄
地
本
は
、
上
原
氏
の
提
起
し
た

「
基
地
ハ
ー
フ
ォ
プ
シ
ョ
ン
」
を
組
織
維
持
の
た

め
に
―
つ
の
拠
り
所
と
し
た
い
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
戦
後
の
沖
縄
で
米
軍
支
配
の
遺
産
と

し
て
存
在
し
統
け
て
い
る
米
軍
基
地
で
働
く
基

地
従
業
員
の
問
題
は
、
基
地
維
持
に
よ
っ
て
解
決

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
米
軍
の
沖
縄
駐
留
が
未

米
永
劫
に
変
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
信
ず
る
こ

と
は
で
な
き
な
い
。

む
し
ろ
、
「
奇
跡
の
成
長
」
と
い
わ
れ
た
東
ア
ジ

ア
経
済
の
急
速
な
凋
落
に
よ
っ
て
海
兵
隊
な
ど

主
要
な
戦
闘
部
隊
の
全
面
撤
退
の
可
能
性
が
商
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私
た
ち
は
、
「
周
辺
事
態
法
案
」
を
県
内
自
治
体

の
側
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
特
に
空
港
・
港
湾
、
防
衛
施

設
、
市
町
村
立
病
院
な
ど
に
関
連
す
る
自
治
体

（
県
当
局
を
含
む
二
六
自
治
体
）
に
対
し
、
本
年
五

月
中
旬
か
ら
順
次
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
ま
し

た
趣
意
書
を
添
え
、
質
問
項
目
は
「
法
案
」
そ
の

も
の
や
「
自
治
体
へ
の
協
力
義
務
」
に
関
す
る
見

解
、
「
政
府
に
対
す
る
働
き
か
け
の
有
無
」
と
し
、

さ
ら
に
米
軍
供
用
施
設
で
あ
る
関
山
演
習
場
関

係
自
治
体
な
ど
に
対
し
て
は
「
地
位
協
定
」
に
関

す
る
見
解
も
加
え
ま
し
た
へ
ま
た
、
参
考
資
料
と

し
て
、
国
に
対
し
て
情
報
提
供
や
自
治
体
か
ら
の

意
見
聴
取
を
求
め
て
い
る
「
渉
外
関
係
主
要
都
道

県
知
事
連
絡
協
議
会
」
「
全
国
基
地
協
議
会
」
な
ど

に
よ
る
申
し
人
れ
書
等
を
添
付
し
ま
し
た

r

)

●
回
答
結
果
の
概
要

こ
の
二
六
自
治
体
の
う
ち
、
何
ら
か
の
形
で
回

答
が
得
ら
れ
た
自
治
体
は
十
四
自
治
体
で
し
た
。

結
果
の
一
部
・
概
略
を
紹
介
し
ま
す
3

「
新
指

針
」
策
定
後
初
の
日
米
共
同
訓
練
が
強
行
（
昨
年

十
一
月
）
さ
れ
た
関
山
演
習
場
を
抱
え
る
新
井

市
・
妙
高
村
な
ど
に
つ
い
て
は
、
度
々
実
施
さ
れ

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
と
方
法

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
新
指
針
」
）
に
関
す

る
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思

い
立
っ
た
の
は
、
沖
縄
の
新
聞
社
が
県
内
市
町
村

に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
い
、
協
力
義
務

規
定
に
つ
い
て
多
く
の
自
治
体
が
反
対
を
表
明

し
た
と
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
青
木
さ

ん
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
明
ら
か
に
し
て
く

れ
た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
や
は
り
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
に
よ
っ
て
数

年
前
に
行
な
わ
れ
た
米
軍
機
低
空
飛
行
調
査
な

ど
の
取
り
組
み
に
も
影
響
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ

し
て
私
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
場
合
、
後
述
す
る

●
は
じ
め
に

よ
う
に
県
内
一
―
二
市
町
村
の
中
で
と
り
あ
え

ず
重
要
自
治
体
の
み
に
し
ぽ
り
ま
し
た
が
、
同
様

の
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
た
広
島
の
グ
ル
ー

プ
は
私
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
し
て
、
県

内
の
全
て
の
自
治
体
に
具
体
的
な
態
度
を
問
う
、

よ
り
系
統
的
か
つ
明
確
な
統
計
結
果
を
明
ら
か

に
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
発
の
情
報
や
取
り
組
み

が
、
新
潟
や
、
さ
ら
に
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
広
島

へ
、
と
形
を
変
え
て
拡
が
っ
て
き
た
の
で
す

c

)

こ

の
よ
う
に
し
て
「
運
動
」
は
お
互
い
に
影
響
し
合

い
、
励
ま
し
合
い
、
目
く
ば
せ
を
交
わ
し
な
が
ら

発
展
し
て
い
く
も
の
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
、

関
係
者
へ
の
敬
意
と
感
謝
と
共
に
、
ま
ず
最
初
に

触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

る
日
米
共
同
訓
練
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
法
案
に
対
す
る
危
機
感
が
非
常
に

強
く
、
協
力
業
務
義
務
規
定
に
つ
い
て
も
否
定
的

で
、
自
治
体
側
に
協
力
の
是
非
に
関
す
る
判
断
の

権
利
が
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
ま
す
。

一
方
上
記
二
市
村
と
共
に
「
関
山
演
習
場
周
辺

整
備
連
絡
協
議
会
」
を
構
成
し
て
い
る
中
郷
村
は

「
演
習
場
も
抱
え
住
民
の
安
全
を
守
る
立
場
で
さ

ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
等
も
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

一
方
で
自
衛
隊
と
の
協
力
関
係
」
も
あ
る
こ
と
か

ら
「
回
答
を
遠
慮
」
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
見
方
を

変
え
れ
ば
こ
れ
も
不
安
感
の
表
れ
と
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

上
記
新
井
市
、
妙
高
村
な
ど
は
国
に
対
し
て
す

で
に
働
き
か
け
を
行
な
っ
て
い
る
「
全
国
基
地
協

議
会
」
や
「
防
衛
施
設
周
辺
整
備
全
国
協
議
会
」
の

一
員
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
旨
も
回
答
に
堂
々
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
内
の
も
う

ひ
と
つ
の
演
習
場
（
大
日
原
、
ま
だ
共
同
訓
練
は

行
な
わ
れ
て
い
な
い
）
を
抱
え
る
水
原
町
や
笹
神

村
な
ど
は
、
同
様
に
こ
の
「
全
国
協
議
会
」
に
参
加

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
に
対
す
る
働
き
か

け
の
計
画
も
事
実
も
「
な
い
」
と
答
え
て
し
ま
っ

て
お
り
、
こ
こ
で
も
当
事
者
意
識
や
事
実
認
識
に

大
き
な
落
差
が
表
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
空
港
や
港
湾
、
複
数
の
防
衛
施

設
、
市
民
病
院
な
ど
を
抱
え
る
わ
が
県
都
新
潟
市

の
回
答
は
き
わ
め
て
曖
昧
で
、
い
っ
さ
い
の
具
体

中
山
均

市
民
新
党
に
い
が
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
聞
い
て
み
た

自
治
体
は

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
を

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

ま
っ
て
い
る
。
米
民
主
党
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ

る
経
済
戦
略
研
究
所
が
六
月
末
に
発
表
し
た
「

奇
跡
”
後
の
ア
ジ
ア
」
と
題
し
た
報
告
害
は
、
在

日
米
軍
の
全
て
の
戦
闘
部
隊
を
五
年
以
内
に
撤

退
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
同
様
の
提
案

は
冷
戦
終
了
後
の
八
十
年
末
頃
に
も
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
提
案
が
政
策
と
し
て
選
択
さ
れ
れ
ば
、

県
の
主
張
す
る
二
（
）
一
五
年
よ
り
先
に
米
軍
は

全
面
撤
退
す
る
っ
基
地
従
業
員
の
雇
用
対
策

は
、
基
地
維
持
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
沖
縄
の
戦

後
処
理
の
一
っ
と
し
て
国
の
責
任
を
明
確
に
し

な
が
ら
、
政
策
的
に
雇
用
を
保
障
し
て
円
滑
に
基

地
返
還
を
促
進
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

亙
基
地
従
業
員
や
全
駐
労
を
孤
立
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。
ま
し
て
や
、
政
争
の
具
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
県
が
中
心
に
な
っ
て
基
地
従
業
員
の
雇
用

対
策
を
沖
縄
県
民
全
体
で
受
け
止
め
て
い
く
こ

と

が

大

事

だ

。

（

七

月

十

九

H
記）

的
な
態
度
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
「
今
後
も
日
本
海

が
平
和
の
海
で
あ
る
よ
う
に
：
」
な
ど
と
言
っ
て

お
茶
を
濁
し
て
い
ま
す
。
「
新
指
針
」
に
関
連
あ
る

重
要
な
諸
施
設
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
当
事
者

意
識
が
全
く
欠
如
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

県
の
回
答
は
、
や
は
り
抽
象
的
で
あ
る
と
は
言

え
新
潟
市
よ
り
は
踏
み
込
ん
で
お
り
、
協
力
業
務

に
つ
い
て
も
「
（
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
）
断
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の
「
正
当

な
理
由
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
港
湾
施
設
管
理
上

の
物
理
的
な
収
容
能
力
な
ど
の
み
の
観
点
か
ら

判
断
す
る
の
か
、
よ
り
広
範
な
観
点
、
県
民
生
活

上
の
問
題
点
や
「
有
事
」
の
中
味
ま
で
踏
み
込
ん

で
積
極
的
に
判
断
す
る
の
か
は
今
後
議
論
を

迫
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

輿
味
深
か
っ
た
の
は
水
原
町
（
大
日
原
演
習
場

関
係
）
の
回
答
で
、
自
治
体
の
協
力
業
務
に
つ
い

て
は
「
：
日
本
だ
け
が
安
全
、
平
和
で
あ
れ
ば
良

い
と
い
う
い
や
し
い
考
え
方
を
捨
て
国
際
的
人

道
的
見
地
か
ら
有
事
の
際
の
港
湾
・
空
港
等
の
使

用
は
や
む
を
得
な
い
」
と
す
る
一
方
で
、
地
位
協

定
見
直
し
に
つ
い
て
は
「
：
治
外
法
権
な
ど
と
は

言
語
道
断
で
あ
り
、
我
々
日
本
人
が
独
立
国
日
本

国
民
と
い
う
誇
り
と
尊
厳
を
守
る
た
め
に
も
早

急
な
見
直
し
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
ま
す
ー
）
協
力

義
務
に
関
す
る
見
解
は
私
た
ち
と
異
に
し
ま
す

が
、
曖
昧
抽
象
的
で
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
な
新
潟
市

（
ニ
―
―
―
ペ
ー
ジ
ヘ
）
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や
他
の
少
な
く
な
い
自
治
体
の
回
答
よ
り
も
は

る
か
に
主
体
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
討

誨
の
第
一
歩
と
し
て
歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
全
体
と
し
て
「
国
会
で
の
議
論
を
見
守

り
な
が
ら
」
「
今
後
必
要
で
あ
れ
ば
」
と
い
う
お
き

ま
り
の
文
旬
が
多
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
安

保
は
第
一
義
的
に
国
の
仕
事
」
と
し
て
自
ら
の
判

断
を
避
け
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
一
方
で
「
県
（
市

町
村
）
の
政
治
は
県
（
市
町
村
）
の
仕
事
」
と
し
て
、

自
治
体
の
当
事
者
で
あ
る
住
民
の
意
見
を
聞
こ

う
と
し
な
い
現
在
の
地
方
政
治
の
あ
り
方
に
も

通
ず
る
思
い
が
し
ま
す
。

「
新
指
針
」
に
対
す
る
当
事
者
と
し
て
は

3
つ

の
立
場
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
第

1
の
立
場
は
「
国
家
や
国
民
の
安
全
」
の
た
め
に

国
の
方
針
が
優
先
さ
れ
る
と
す
る
立
場
で
す
。
第

2
の
立
場
は
、
「
県
民
・
住
民
の
安
全
と
生
活
を

守
」
り
、
「
地
方
主
権
」
の
立
場
か
ら
可
能
な
範
囲

で
抵
抗
を
試
み
る
立
場
で
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
で
見
れ
ば
、
第
1
の
立
場
が

1
自
治
体

（
水
原
町
）
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
強
弱
の

差
は
あ
る
も
の
の
第
2
の
立
場
と
言
え
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
広
島
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
半

数
以
上
が
「
義
務
規
定
」
に
反
対
と
聞
い
て
い
ま

す。（
二
ヘ
）
ジ
か
ら
）

ま
す
っ一
九
九
二
年
、
当
時
の
チ
ェ
イ
ニ
ー
国
防
長
官

は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。
「
最
近
の
作
戦
計

画
の
中
で
、
ま
た
、
た
と
え
ば
空
母
戦
闘
団
の
機

動
力
を
考
え
る
な
ら
ば
、
五

0
年
前
に
は
死
活
の

重
要
性
を
持
っ
て
い
た
基
地
は
、
か
っ
て
の
よ
う

な
重
要
性
を
持
っ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
地

中
海
で
絶
え
間
な
く
、
空
母
戦
闘
団
と
海
兵
隊
水

陸
両
用
部
隊
を
展
開
し
て
き
た
し
、
現
在
も
展
閉

し
て
い
る
。
し
か
し
地
中
海
に
は
そ
れ
ら
の
部
隊

の
米
軍
基
地
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」

（
メ
ル
ボ
ル
ン
・
ス
ピ
ー
チ
）
C

ア
メ
リ
カ
東
海
岸
か
ら
地
中
海
の
距
離
と
西

海
岸
か
ら
日
本
の
距
離
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
空
母
の
横
須
賀
母
港
は
、
日
米

安
保
条
約
で
い
う
「
極
東
の
範
囲
」
で
の
行
動
の

た
め
に
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
空
母
の
母
港

は
、
日
本
国
民
が
政
府
か
ら
説
明
さ
れ
、
理
解
し

て
い
る
「
日
米
安
保
」
が
あ
る
以
上
認
め
ざ
る
を

え
な
い
、
「
宿
命
」
で
も
「
義
務
」
で
も
な
い
の
で

す。

．
 

じ
っ
さ
い
に
空
母
の
母
港
が
も
た
ら
し
た
の

は
日
米
安
保
の
と
め
ど
も
な
い
拡
大
で
し
た
C

「
ヘ
ル
シ
ャ
湾
に
ま
で
及
ぶ
広
大
な
範
囲
」
を
に

ら
み
な
が
ら
「
米
国
防
衛
の
最
前
線
を
支
え
る
」

（
九
五
年
「
日
米
安
保
報
告
」
）
た
め
に
、
湾
岸
戦
争

■「
自
治
体
が
安
保
を
撃
つ
」
か
？

こ
の
「
第
2
の
立
場
」
か
ら
、
全
国
基
地
協
議
会

な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
ま
た
い
く
つ
か
の
地

方
議
会
で
新
指
針
に
対
す
る
反
対
決
議
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
少
な
く
な
い
市
民
派

政
治
勢
力
や
運
動
団
体
、
そ
し
て
私
た
ち
も
、
こ

の
よ
う
な
自
治
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
と
ら

え
て
「
自
治
体
が
国
家
を
撃
つ
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
、

他
の
自
治
体
に
対
し
て
も
「
住
民
の
安
全
を
守
る

の
は
自
治
体
と
し
て
の
当
然
の
責
任
（
だ
か
ら
新

指
針
に
は
批
判
的
で
あ
る
べ
き
）
」
と
迫
っ
て
き

ま
し
た
。
中
に
は
、
こ
う
し
た
自
治
体
の
動
き
を

あ
ら
た
な
社
会
変
革
の
戦
略
的
課
題
と
し
て
も

位
置
づ
け
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
も
こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
に
考
え
主
張
し
て

き
た
し
、
こ
う
し
た
地
方
主
権
を
求
め
る
動
き
を

歓
迎
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
第
2
の
立
場
」
は
、
「
国
民
の
安

全
の
た
め
に
も
国
家
の
安
全
は
必
要
で
あ
る
」
と

い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
不
断
に
第
1
の
立
場
へ
と

傾
斜
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ヘ
の
回
答
の
中
で
半
数
以
上
の
自

治
体
が
「
義
務
規
定
反
対
」
を
明
確
に
し
て
い
る

広
島
で
も
、
「
国
へ
の
働
き
か
け
」
を
お
こ
な
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
実

際
、
本
年
六
月
に
は
政
府
か
ら
自
治
体
へ
の
一
定

の
説
明
工
作
が
あ
っ
て
、
す
で
に
「
全
国
知
事
会

で
政
府
へ
緊
急
の
働
き
か
け
を
」
と
息
巻
い
て
い

た
中
国
地
方
知
事
会
（
九
七
年
五
月
九
日
付
毎
日

で
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
は
横
須
賀
か
ら
出
撃
し
、
三
三

0
)
0回
も
の
空
爆
で
イ
ラ
ク
の
市
民
を
傷
つ
け

殺
し
ま
し
た
今
‘
年
一
月
に
も
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
は
ベ
ル
シ
ャ
湾
に
向
け
て
出
港
し
ま
し

た
。
「
イ
ラ
ク
に
大
国
の
力
を
見
せ
つ
け
て
や
れ
」

と
い
う
コ
ー
エ
ン
国
防
長
官
の
「
檄
」
に
見
送
ら

れ
て
。新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
そ
れ
を
実
行
す
る
た

め
に
政
府
が
提
案
し
て
い
る
「
周
辺
事
態
法
」
は
、

こ
の
よ
う
に
無
制
限
に
拡
大
し
た
日
米
安
保
の

も
と
で
、
自
治
体
や
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
有
事
体

制
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
c

知
事
さ
ん
や
市

長
さ
ん
も
、
他
の
基
地
を
抱
え
る
自
治
体
の
首
長

と
と
も
に
、
こ
の
法
案
へ
の
疑
問
や
不
安
を
表
明

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
は
も
っ
と
も
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
是
非
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

で
も
、
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
「
魔
物
」

を
つ
れ
て
き
た
の
は
空
母
の
母
港
な
の
で
す
。

．
 

空
母
の
母
港
が
連
れ
て
き
た
「
魔
物
」
は
こ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

艦
載
機
咲
落
事
故
に
よ
る
市
民
の
犠
牲
（
緑
区

の
墜
落
事
故
）
、
昼
夜
を
わ
か
た
ぬ
離
発
着
訓
練

に
よ
る
騒
音
被
害
と
墜
落
の
恐
怖
。
乗
組
員
家
族

住
宅
の
た
め
の
池
子
の
緑
の
破
壊
、
そ
し
て
全
国

の
山
間
地
を
仮
想
戦
場
に
み
た
て
て
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
危
険
な
低
空
飛
行
：
・
（
)

新
聞
）
も
現
在
、
そ
の
矛
を
お
さ
め
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。
自
治
体
は
こ
の
一
見
ま
と
も
な
「
第
2

の
立
楊
」
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
「
国
家
を
撃

つ
」
よ
う
な
存
在
足
り
得
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
例
え
ば
、
今
後
「
新
指
針
」
で
想
定

さ
れ
る
よ
う
な
「
有
事
」
の
場
合
に
、
国
の
協
力
要

請
手
続
き
に
法
的
合
理
性
が
確
保
さ
れ
、
自
治
体

の
側
に
受
け
入
れ
可
能
な
能
力
が
あ
っ
た
場
合
、

で
は
自
治
体
側
が
判
断
す
べ
き
は
、
住
民
に
対
す

る
影
轡
．
犠
牲
の
有
無
、
安
全
の
問
題
だ
け
で

し
ょ
う
か
？
。
一
否
、
私
た
ち
が
立
つ
べ
き
、
そ
し

て
自
治
体
が
立
つ
べ
き
第
3
の
立
場
は
、
単
に
地

域
に
具
体
的
に
及
ん
で
く
る
影
響
の
是
非
と
そ

の
対
処
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者
と
し
て

あ
ら
た
め
て
、
そ
の
「
協
力
業
務
」
ひ
い
て
は
「
作

戦
行
動
」
の
目
的
の
透
明
性
や
正
当
性
を
問
い
、

そ
し
て
外
交
・
安
保
の
あ
り
方
や
「
新
指
針
」
の
中

味
と
本
質
を
問
い
直
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
二
残
念
な
が
ら
今
の
所
、
そ

こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
国
と
議
論
し
よ
う
と
し
て

い
る
自
治
体
と
し
て
は
、
沖
縄
県
で
そ
う
し
た
志

向
が
感
じ
ら
れ
る
他
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

「
新
指
針
」
へ
の
態
度
を
自
治
体
側
に
迫
り
、
論

争
を
挑
み
、
国
の
統
制
と
戦
争
準
備
に
対
す
る
抵

抗
線
を
構
染
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
徹
底
的
に
追
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
：
、
し
か
し
私
た
ち
は
、
自

こ
の
よ
う
に
、
空
母
の
母
港
が
人
々
に
も
た
ら

し
た
の
は
「
安
全
保
障
」
の
大
義
名
分
と
は
裏
腹

に
、
生
命
と
安
全
へ
の
脅
威
と
呼
ぶ
ほ
か
の
な
い

も
の
で
し
た
c

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
背
負
う
に

値
す
る
「
効
用
」
を
、
空
母
の
母
港
が
人
々
に
も
た

ら
し
て
い
る
と
い
う
説
得
力
の
あ
る
説
明
を
、
知

事
さ
ん
と
市
長
さ
ん
は
住
民
に
対
し
て
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

．
 

ア
メ
リ
カ
の
空
母
建
造
計
画
を
見
れ
ば
、
キ

テ
ィ
ホ
ー
ク
の
後
に
は
、
原
子
力
空
母
や
っ
て
く

る
こ
気
配
が
濃
厚
で
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
招

か
な
い
た
め
に
も
、
知
事
さ
ん
と
市
長
さ
ん
は
、

は
っ
き
り
と
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
母
港
化
に
反
対

す
る
べ
き
で
す
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
空
母
の
母
港
は
「
宿
命
」
で

も
「
義
務
」
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
知
事
さ
ん
と
市
長

さ
ん
が
日
米
安
保
条
約
を
大
事
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
と
し
て
も
、
母
港
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
、
と
て
つ
も
な
い
リ
ス
ク
を
抱
え
た
「
選
択
肢

の
ひ
と
つ
」
で
し
か
な
い
の
で
す
。．
 

キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
母
港
化
へ
の
反
対
と
、
空
母
の

母
港
そ
の
も
の
の
返
上
を
、
今
こ
そ
は
っ
き
り
と

表

明

し

て

く

だ

さ

い

。

◆

◆
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入
国
時
点
、
関
税
か
ら
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
で

す。 事
実
と
資
料
◆

経
済
制
裁
に
よ
る

医
療
イ
ン
フ
ラ
の
崩
壊

ー
国
連
「
オ
イ
ル
・
フ
ォ
ー
・
フ
ー
ド
」

W
H
o
現
地
責
任
者
、
ハ
ビ
ブ
・
レ
ジ
ェ
ブ
灰
学
博
七
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
聞
き
手
ミ
ラ
ン
・
ラ
イ
（
「
ボ
イ
セ
ス
・
イ
ン
・
ザ
・
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス

（
荒
野
の
呼
び
声
）
」
）
、
一
九
九
八
年
二
月
十
九
日
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
て
）

九
八
六
（
国
連
決
議
九
八
六
号
、
「
オ
イ
ル
・

フ
ォ
ー
・
フ
ー
ド
」
措
置
）
と
、
イ
ラ
ク
ヘ
の
医
薬

品
の
供
給
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
～
イ
ラ
ク
の
保
健
状
況
に
関
す
る

W
H
0
の

戊
割
は
何
で
す
か
？
何
が
課
題
で
す
か
？

W
H
0
で
の
私
た
ち
の
主
な
役
割
は
、
人
材
開

発
と
、
保
健
シ
ス
テ
ム
を
、
世
界
保
健
総
会
の
優
先

順
位
に
従
っ
て
、
同
総
会
が
定
め
た
レ
ベ
ル
ま
で

成
長
さ
せ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
す
3

私
た
ち

の
九
八
六
で
の
役
割
は
本
当
に
付
随
的
な
も
の
で

す
ぞ
れ
は
決
議
の
継
続
と
実
施
に
結
び
つ
い
て

い
ま
す

ン
タ
ー
ヘ
分
配
さ
れ
ま
す
占
両
同
様
に
、
そ
れ
ら
は
、

公
衆
診
療
所
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
へ
分
配
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
は
慢
性
的
な
病
気
の
治
療
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
立
病
院
や
私
立
診
療
所
も
あ
る
の

で
、
薬
品
の
あ
る
部
分
は
、
私
立
薬
局
へ
分
配
さ
れ

ま
す
。
目
標
は
、
人
々
が
、
こ
の
国
に
到
着
し
た
医

薬
品
を
、
ど
こ
に
い
よ
う
と
も
入
手
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

ー
ー
、
~
体
的
に
み
て
九
八
六
の
下
で
の
医
療
用

供
給
品
と
医
薬
品
の
予
算
は
ど
う
で
す
か
？

九
八
六
の
下
、
そ
の
第
一
段
階
と
第
二
段
階
の

下
で
は
、
二
億
一
千
万
ド
ル
が
医
療
セ
ク
タ
ー
に

向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
用
消
耗
品
と
医
薬
品

で
す
総
額
自
体
が
、
医
薬
品
分
に
も
足
ら
な
い
の

で
、
医
療
設
備
に
は
非
常
に
少
額
し
か
向
け
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

_

1

あ
な
た
方
は
、
医
薬
品
が
入
っ
て
き
て
か
ら
、

イ
ラ
ク
で
分
配
さ
れ
る
ま
で
を
観
察
し
て
い
る

わ
け
で
す
ね
。

＇
そ
れ
ら
が
保
健
セ
ン
タ
ー
に
届
い
た
時
点

で
、
流
用
や
隠
匿
が
そ
の
レ
ベ
ル
で
起
こ
る
可

能
性
は
あ
る
の
で
す
か
？

九
八
六
と
の
関
連
で
は
、
あ
な
た
方
の
役
割

措
置
の
現
実

九
八
六
と
の
関
連
で
は
、
私
た
ち
は
、
こ
こ
イ
ラ

ク
中
部
と
南
側
で
は
、
供
給
物
の
公
正
な
配
分
に

つ
い
て
の
嗣
察
、
そ
し
て
同
時
に
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
の
評
価
を
す
る
任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
九
八
六
を
通
し
て
医
療
セ
ク
タ
ー
に
き
た

金
額
が
需
要
と
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
て
い
る
か
、
そ

し
て
そ
れ
ら
が
ど
の
程
度
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

る
か
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

北
部
に
関
し
て
も
ー
北
部
の
行
政
単
位
は
自
治

区
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
ー
私
た
ち
は
、
同
様
の
任

務
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
バ
ク
ダ
ッ
ド
か

ら
各
各
自
治
区
ま
で
医
薬
品
を
運
ぶ
責
任
も
負
っ

て
い
ま
す
ぞ
し
て
、
四

0
0以
上
の
医
療
施
設
の

観
察
を
無
作
為
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
私
た

ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
ア
イ
テ
ム
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
医
療
セ
ン
タ
ー
に
行
っ

て
、
全
量
が
実
際
に
届
い
て
い
る
か
を
照
合
し
ま

す
。
一

0
(
)
パ
ー
セ
ン
ト
届
い
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
確
か
で
す
。
第
二
に
、
私
た
ち
は
無
作
為
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
イ
テ
ム
が

分
配
さ
れ
れ
ば
、
私
た
ち
は
処
方
箋
を
も
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
で
す
。
人
々
に
調
合
さ
れ
た
分
と
、
棚
に

残
さ
れ
た
分
と
の
間
に
何
ら
か
の
不
一
致
が
な
い

か
を
確
認
す
る
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
あ
っ

た
と
し
て
も
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
違
い
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。I

I
'

最
初
の
段
階
で
は
、
毎
回
全
量
届
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
ら
の
施
設
か
ら

の
分
配
と
い
う
第
一
一
段
階
で
は
、
ど
う
で
す

か
？
施
設
に
出
た
分
、
棚
に
あ
る
分
、
そ
し
て
受

け
取
ら
れ
た
分
の
間
に
何
ら
か
の
不
一
致
が
あ

り
ま
す
か
？

ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
薬
品
調
合
の
訓
練
を
全
く

受
け
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
記
録
が
正
確
に
行
わ

れ
ず
、
非
常
に
ま
れ
に
、
不
一
致
が
あ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
゜
こ
れ
ら
の
医
療
セ
ン
タ
ー
は
寄
付
に
よ

る
医
薬
品
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
、
職
員
は
し

ば
し
ば
、
私
た
ち
の
い
う

M
O
U
医
薬
品
、
こ
れ
は

九
八
六
か
ら
き
た
医
薬
品
で
す
が
、
そ
れ
と
寄
付

は
何
で
す
か
？

ほ
ん
の
少
し
で
す
。

す
べ
て
に
に
こ
れ
ら
の
供
給
物
を
分
配
す
る
責
任

も
負
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
。
病
院
が
三
三
と
保
健
セ
ン
タ
ー
が

1

1

1

'

八
（
）
上
で
す
。

2
つ
の
役
割
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

監
視
と
、
妥
当
性
の
評
価
と
。
監
視
に
つ
い
て
で

す
が
、
九
八
六
の
下
で
供
給
さ
れ
て
い
る
、
医
薬

品
と
医
療
用
供
給
物
は
ど
の
程
度
公
正
に
配
分

さ
れ
て
い
る
と
お
考
え
で
す
か
？

私
た
ち
が
し
て
い
る
の
は
「
監
視
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
、
医
療
施
設
を
訪
問
し
、
保
管
室

を
訪
問
す
る
の
で
す
(
2

そ
し
て
、
直
接
、
保
健
の
提

供
者
た
ち
を
実
際
に
観
察
し
て
、
そ
れ
ら
（
供
給

物
）
が
書
類
に
一
致
す
る
か
確
認
す
る
の
で
す
。
同

時
に
、
医
薬
品
が
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
て
い
る

の
か
を
み
ま
す
。
医
薬
品
の
分
配
に
は
基
準
が
あ

る
の
で
す
。
例
え
ば
、
特
殊
な
医
薬
品
や
特
殊
な
医

療
用
供
給
物
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
当
然
特

殊
な
セ
ン
タ
ー
に
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら

が
医
療
セ
ン
タ
ー
に
届
い
た
か
を
確
認
す
る
の
で

す
。
～
届
い
て
い
れ
ば
、

0
k
で
す
し
、
も
し
何
か
問

題
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
修
正
し
よ
う
と
す
る
わ
け

で
す
ー
1

そ
れ
か
ら
、
一
般
的
な
医
薬
品
が
あ
り
ま

す
一
般
的
な
医
薬
品
は
、
同
じ
基
準
で
各
医
療
セ

に
よ
る
医
薬
品
を
混
同
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
実
際
上
の
不
一
致
と
い
う
よ
う
り
も
記

録
ミ
ス
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
私
は
、
医
薬
品
の

管
理
が
（
こ
こ
ほ
ど
）
厳
し
い
シ
ス
テ
ム
を
他
に
知

り
ま
せ
ん
。
保
健
省
当
局
だ
け
で
な
く
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
医
薬
品
が
管
理
さ
れ
て
い
る
た

め
、
私
立
薬
局
で
も
医
薬
品
は
非
常
に
厳
し
く
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
す
。
彼
ら
は
保
健

省
と
協
力
し
て
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

'
ー
供
給
さ
れ
て
い
る
物
品
の
妥
当
性
に
つ
い
て

で
す
が
、

M
O
U
医
薬
品
と
い
く
ら
か
の
そ
の

他
の
医
薬
品
が
あ
る
の
で
す
ね
。

_
—
そ
う
で
す
ね
。W
H
O
は
、
こ
の
2

つ
の
流
れ

の
妥
当
性
に
つ
い
て
ど
う
み
て
い
る
の
で
す

か
？

寄
付
に
よ
る
医
薬
品
は
非
常
に
少
な
く
、
流
れ

と
よ
べ
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
九
八
六

が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
寄
付
の
九

0
ハ
ー
セ
ン
ト

が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ぷ
女
当
性
に
つ
い
て

い
え
ば
、
私
た
ち
は
例
え
ば
い
く
つ
か
の
重
要
な

ー
＇
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
と
は
何
で
す
か
り

ー
四

0
0
)以
上
で
す
か
？
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医
薬
品
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
医
療
施
設

の
レ
ベ
ル
で
は
、
医
薬
品
が
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
ど

れ
ほ
ど
妥
当
か
を
み
て
い
ま
す
。
～
例
え
ば
、
冬
の
季

節
に
は
、
大
半
の
人
が
貧
困
で
あ
る
た
め
、
栄
養
不

良
に
な
り
ま
す
。
急
性
の
呼
吸
器
感
染
の
発
生
率

が
非
常
に
商
い
の
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
急
性

呼
吸
器
感
染
の
治
療
の
た
め
に
使
わ
れ
る
医
薬
品

を
持
っ
て
国
中
の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
の
で

す
。
異
な
っ
た
自
治
区
に
行
く
四
つ
の
チ
ー
ム
が

あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
チ
ー
ム
は
同
じ
ア
イ

テ
ム
を
評
価
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
ア
イ
テ
ム
が
ど

の
程
度
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
て
い
る
か
を
み
ま
す
。
例

え
ば
、
（
あ
る
）
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
一
日
一
(

)

0

人
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
二

こ
ハ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
こ
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
肺
炎

や
そ
れ
ほ
ど
急
性
で
は
な
く
と
も
呼
吸
器
感
染
と

い
う
呼
吸
器
障
害
の
た
め
に
通
院
し
て
い
る
。
診

療
所
に
そ
の
日
の
ぶ
ん
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た

な
抗
生
物
質
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
と
、
医
薬

品
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
っ
た
一

(
)
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
最
大
で
も
一
一
（
）
パ
ー
セ
ン
ト

し
か
医
薬
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
持
っ
て
い
な
い
の

で
す
。
こ
の
ア
ク
セ
ス
と
は
、
人
手
可
能
と
い
う
意

味
で
す
。
医
薬
品
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
最
大
一
（
）
ー
ニ
（
）
パ
ー
セ
ン
ト
を
治
療
す
る

だ
け
の
分
し
か
適
切
な
医
薬
品
（
例
え
ば
抗
生
物

質
で
す
が
）
が
な
い
の
で
す
:
J
し
ば
し
ば
治
療
は
長

く
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
祠
J
例
え
ば
肺
炎
に

は
八
i
-
(
)
日
間
抗
生
物
質
が
必
要
で
す
し
か

ー
五
（
）
ド
ル
で
す
（
）
こ
の
国
に
は
ス
ト
ッ
ク
が
な

い
の
で
、
三

0
ド
ル
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
）
も

し
ス
ト
ッ
ク
を
増
や
す
な
ら
ば
、
一
人
当
た
り
一

（
）
ー
ニ

0
ド
ル
；
ぶ
も
し
こ
の
量
が
あ
れ
ば
、
医
薬

品
・
医
療
用
供
給
物
と
い
う
意
味
で
は
ニ
ー
ズ
に

合
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
器
具
が
な
い
た
め
、
真
空
状
態
で
供
給
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
研
究
室
材
料
を
買
っ

て
も
、
器
材
が
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
材

料
が
分
配
さ
れ
て
も
、
器
材
が
壊
れ
て
し
ま
い
、
な

か
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
f
X
線
フ
ィ

ル
ム
を
買
っ
て
も
、
持
っ
て
い
る
機
械
の
半
分
が

壊
れ
て
い
れ
ば
、
治
療
の
質
を
本
当
に
改
良
す
る

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
抗
生
物
質
が
あ
っ
て
も
、
病
院

の
衛
生
状
態
が
よ
く
な
け
れ
ば
、
相
互
感
染
を
防

ぐ
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
病
院
で
適
切
な
食
事
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
回
復
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
電
気
な
し
で
は
真
の
治
療
は
で

き
ま
せ
ん
。
水
無
し
で
は
、
ま
た
下
水
が
し
ば
し
ば

溢
れ
出
す
よ
う
で
は
、
真
の
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
薬
品
だ
け
が

必
要
な
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
こ
の
問
題
は
、
氷

山
の
一
角
に
し
か
す
ぎ
な
い
か
ら
で
す
。
肺
炎
患

者
が
い
た
と
し
て
、
抗
生
物
質
が
な
い
と
し
た
ら
、

す
ぐ
に
抗
生
物
質
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
下
水
の

こ
と
を
忘
れ
、
電
気
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
）

も
し
公
衆
に
適
切
な
治
療
を
行
お
う
と
す
る
な

ら
ば
、
イ
ン
フ
ラ
を
再
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
寄
付
金
の
規
模
は
ど

し
、
大
抵
の
場
合
、
二
i
三
日
分
の
抗
生
物
質
し
か

入
手
で
き
な
い
の
で
す
。
全
国
的
に
、
行
わ
れ
て
い

る
治
療
の
ほ
と
ん
ど
は
、
不
完
全
な
治
療
で
し
か

な
い
の
で
す
。

ー
1
_
'

あ
る
医
師
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

不
完
全
治
療
の
横
行
は
、
実
際
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
は
、
イ
ラ
ク
で
は
、
あ
る
種
の
酎
性
病
原
菌

が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
、
公
衆
衛
生
の
面
か
ら
い
え
ば
、
多
分
時

限
爆
弾
で
し
ょ
う
ね
。
医
療
施
設
に
よ
れ
ば
、
少
な

く
と
も
五
ー
六
年
間
、
医
薬
品
の
ニ
ー
ズ
は
、
そ
う

で
す
ね
一

0
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
―

10
パ
ー
セ
ン
ト

し
か
満
た
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
完
全
的
治
療

が
習
慣
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
゜
感
染
が
適

切
に
十
分
処
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
細
西
の
耐

性
が
強
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
医
薬
品
が
十
分
あ
る

と
こ
ろ
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
世
界
的
な
問
題

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
耐
性
の
可
能
性

が
い
っ
そ
う
増
加
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
研
究
室

の
状
態
が
非
常
に
悪
く
、
研
究
に
必
要
な
供
給
品

や
被
験
者
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
残
念
な
が
ら

こ
こ
で
は
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

耐
性
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
成
長
し
た
文
化
が

必
要
な
の
で
す
。
私
た
ち
が
ア
ン
タ
イ
・
バ
イ
オ
グ

ラ
ム
と
呼
ぶ
治
療
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、

抗
生
物
質
が
無
作
為
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

せ
ん
3

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
投
資
か
ら
得
ら
れ
る
最

良
の
効
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
芥
資
産
を

無
駄
に
す
る
だ
け
で
す
。
ま
た
、
過
去
七
年
間
、
何

世
代
か
の
医
師
た
ち
が
医
学
部
か
ら
卒
業
し
て
き

て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
彼
ら
は
継
続
し
た
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
知

識
は
ア
ッ
プ
デ
イ
ト
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
学
に
関

す
る
文
献
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
人
々
が
適
切
な
治
療
を

受
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す。
j
_
'
ー
医
師
た
ち
は
、
私
に
九
八
六
に
つ
い
て
の

怒
り
を
述
べ
て
い
ま
し
た
（
）
こ
れ
ま
で
私
た
ち

が
訪
問
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
は
、
私

た
ち
が
話
し
て
き
た
よ
う
な
状
況
が
ず
っ
と
続

い
て
い
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
C

特
に
フ
ァ
ル

ヤ
総
合
病
院
で
は
、
彼
ら
は
、
九
八
六
下
で
の
医

薬
品
レ
ベ
ル
で
は
不
十
分
だ
っ
た
の
で
、
耐
性

の
問
題
も

．．． 
）
 

酎
性
の
問
題
は
過
去
数
年
の
歴
史
・
現
状
に
よ

る
別
の
問
題
で
す
。
し
か
し
、
九
八
六
の
中
心
的
な

問
題
は
、
寄
付
が
ほ
と
ん
ど
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
す
C

私
た
ち
は
、
寄
付
者
か
ら
、
例

え
ば
薬
品
購
入
の
た
め
の
お
金
を
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
う
で
す
n

今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
私
た
ち
は
、
九

七
年
の
十
二
月
に
終
了
し
た
第
一
一
段
階
分
の
だ
い

た
い
一
―
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
し
か
受
け
取
っ
て
い
な

い
の
で
す
。
第
二
期
の
六
ヶ
月
で
は
、
医
薬
品
や
供

給
品
が
よ
り
早
く
到
着
す
る
と
期
待
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
医
師
た
ち
は
、
失
望
を
感
じ
て
い
ま
す
。

薬
品
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ヘ
ー
ス
で
し
か
届
き

ま
せ
ん
し
、
そ
れ
ら
が
配
分
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
尽

き
て
し
ま
う
か
ら
で
す
゜
私
た
ち
の
観
察
に
よ
る

と
、
医
療
施
設
へ
渡
さ
れ
る
量
は
、
特
に
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ア
イ
テ
ム
に
よ
っ
て
だ
い
た
い
一
ー

ー
第
一
段
階
と
い
う
の
は
、
最
初
の
六
ヶ
月
で

す
ね
〕

れ
ぐ
ら
い
で
す
か
9

た
の
で
す
。

|
i
私
の
会
っ
た
医
師
た
ち
に
よ
る
と
、
彼
ら

は
子
ど
も
た
ち
に
、
異
な
っ
た
抗
生
物
質
を
実

質
的
に
毎
日
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た（）
彼
ら
は
使
用
可
能
な
も
の
な
ら
何
で
も
与
え
て

い
る
の
で
す
。
何
も
与
え
な
い
よ
り
は
、
手
元
に
あ

る
も
の
を
何
で
も
い
い
か
ら
与
え
た
方
が
い
い
と

い
う
姿
勢
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
強
力
な
抗
生
物
質

は
必
要
で
は
な
い
の
に
、
そ
の
抗
生
物
質
し
か
使

用
可
能
で
な
い
と
い
う
状
況
で
は
そ
の
強
力
な
も

の
が
与
え
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
う
な
る
と
後
に
戻

る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
抗
生
物
質
へ
の
抵
抗

力
が
発
達
し
て
し
ま
う
と
、
よ
り
マ
イ
ル
ド
な
抗

生
物
質
に
戻
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
の
で
す
。

|

I

こ
れ
は
、
仮
定
的
な
質
問
で
す
が
、
九
八
六

の
も
と
で
の
金
額
が
、
そ
う
で
す
ね
、
二

0
億
ド

ル
ま
で
増
え
た
と
し
て
、
そ
し
て
そ
の
二

0
億

ド
ル
す
べ
て
が
医
薬
品
と
医
療
用
供
給
品
の
供

給
に
使
わ
れ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
（
必
要
量

に
）
合
致
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

私
は
、
医
薬
品
と
医
療
用
供
給
物
の
ニ
ー
ズ
は

半
年
当
り
四
億
ド
ル
、
年
間
八
億
ド
ル
、
一
人
当
た

り
約

3
0
ド
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

W
H
O
が
目
安

と
し
て
い
る
妥
当
な
金
額
は
、
一
人
当
た
り
一

0

大
変
少
額
で
す
。
例
え
ば
、

W
H
O
を
通
じ
て
く

る
寄
付
金
は
ニ
ー
ズ
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
部
分
し

か
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
可
，
以
前
は
。

現
在
で
は
私
た
ち
は
、
寄
付
を
全
然
受
け
取
っ
て

い
ま
せ
ん
。
一
九
九
六
年
の
九
八
六
の
開
始
か
ら
、

基
金
は
枯
渇
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
九
八

六
の
問
題
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
も
し
、
通
常
の
手

段
、
適
切
な
方
法
で
船
荷
を
受
け
取
り
始
め
て
い

れ
ば
、
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
‘
"
し
か

し
、
問
題
は
、
九
八
六
の
実
施
か
ら
一
年
た
っ
て

も
、
一
段
階
分
の
七
（
＇
）
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
受
け
取

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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犀デ］嘉
入塁膏麿

(1 01) 

1998.6.6~1998.7.23 

Sー原子力潜水艦（原潜）スタージョン級

L＝原子力潜水笹（原潜）ロサンゼルス級

横須賀

♦ り23

♦ 6/26 

◇ 6/27 

♦ 匂27

◇ 7/1 

◆ 7/1 

◇ 7/2 

◆ 7/5 

♦ 7/10 

♦ 7/1 0 

◇ 7/17 

◇ 7/23 

08:42 原潜サンフラジ✓知 （L)入港3

17:04 原潜ツーソン（ L)入港c

08:07 原潜ツーソン（L)出港。

16:25 原潜ツーソン（ L)入港。

08:46 原潜ツーソン（L)出港。

11:06 原潜ジェ7ァーソ功ガイ（L)入港2

10:00 原潜サンフラ砂スコ (L) 出港「

15:52 原潜ジェ7アー‘J砂ティ (L) 出港•,

10:20 原潜I9’ ット7イッシュ (S) 入港。

14:01 原潜トビーカ（L)入港。

09:55 原潜トピーカ (L)出港。

09:59 原潜II・ットフィッシュ (L) 出港。

横須賀果計（うち原潜） ：15(15) 

佐世保

● 6/7 

◇ 6/15 

● 6/15 

◇ 6/19 

◇ 6/19 

● 6/27 

◇ 6/29 

14:10 原潜ポギー（S)入港。

09:48 原潜ポギー (S) 出港。

14:15 原潜ビューストン（L)入港。

07:56 原潜ヒューストン（L)出港。

16:53 原潜アッシュビル（L)出港。

09:27 原潜ビューストン（L)入港。

13:54 原潜ヒューストン (L)出港

佐世保累計（うち原潜） ：8(8) 

切イトビ—チ（沖繹・匿淳町）

♦ 717 15:00 原潜ジェファーソン汀ィ （L)入港。

◇ 7/8 09:51 原潜ジェ7ァー‘}あティ（L)出港。

♦ 7/17 10:11 原潜ジェファー')‘んグイ（L)入港。

◇ 7 /20 10:11 原潜ジェ77ーソあガイ（L)出港。

ホワイトピーチ累計（うち原潜） ：4(4) 

●1998.1.1から7.23までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 15 (15) 

佐世保 8 ( 8) 

ホワイトビーチ 4 ( 4) 

合計 27 (27] 

治
体
側
の
態
度
に
↓
喜
一
憂
す
べ
き
で
は
な
い

し
、
自
治
体
の
主
体
性
の
無
さ
や
無
策
ぶ
り
を
嘆

く
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
「
第
3
の
立
場
」
は
、
「
新

指
針
」
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
経
済
・
住
民
福
祉
・

医
療
・
教
育
・
交
通
機
構
な
ど
に
関
し
て
も
、
社
会

正
義
と
連
帯
の
立
場
に
立
っ
て
主
体
的
な
政
策

を
考
え
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
よ
う
な
「
地
方

政
府
」
と
し
て
自
治
体
が
発
展
し
て
い
く
時
、
そ

し
て
地
域
の
中
で
主
権
者
と
し
て
政
治
に
直
接

参
加
し
た
住
民
が
そ
の
よ
う
な
政
策
を
自
治
体

に
実
現
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
意
志
と
能
力
を

持
っ
た
存
在
と
し
て
登
場
し
て
い
く
時
に
、
初
め

て
真
の
実
体
を
伴
っ
た
も
の
と
し
て
実
現
す
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
か
ら
で
す
。
自
治
体
の

無
策
ぶ
り
は
、
自
治
体
の
主
人
公
で
あ
る
私
た
ち

自
身
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

最
後
は
依
頼
さ
れ
た
原
稿
内
容
を
著
し
く
逸

脱
す
る
も
の
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す

が
、
今
後
も
各
地
・
各
団
体
の
運
動
の
経
験
に
学

び
私
た
ち
自
身
の
問
題
意
識
も
提
起
し
な
が
ら
、

議
論
を
深
め
連
携
を
直
ね
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
C

◆
◆

ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
詳
細
は
市
民
新
党
に

い
が
た
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

（
江
t
p
:
/
/www.bekkoaiゴe.or.j
p
/

~
n
np
p
/
)
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•
g
o

遅
れ
の
原
因
は
何
で
す
か
？

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
訳
内
村
白
）

予
測
が
立
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね。）
毎
回
同
じ
種
類
の
も
の
が
届
く
わ
け
で
は
な
い

の
で
答
え
る
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
ペ

ニ
シ
リ
ン
を
供
給
す
る
と
、
そ
れ
が
正
確
に
ど
れ

く
ら
い
も
つ
か
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
日
の
船
荷
で

ヘ
ニ
シ
リ
ン
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
次
の
船
は

一
ヶ
月
後
あ
る
い
は
三
ヶ
月
後
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
供
給
物
に
規
則
的

な
流
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
す

べ
て
の
重
要
な
ア
イ
テ
ム
に
当
て
は
ま
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

笥
一
段
階
で
は
、
予
測
が
非
常
に
立
て
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
で
す

(
U

し
か
し
、
契
約
や
許
可
な
ど
の

手
続
き
が
改
善
さ
れ
た
の
で
、
第
一
一
段
階
の
六
ヶ

月
で
は
ず
い
ぶ
ん
予
測
が
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
u

原
因
は
、
契
約
の
許
可
が
遅
か
っ
た
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
製
造
業
者
は
、
品
物
の
船
積
み
の
締
め

切
り
期
眼
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
～
そ
し
て
、

ど
れ
ぐ
ら
い
も
っ
と
い
う
意
味
で
す
か
？

三
週
間
分
ぐ
ら
い
で
す
。
）

彼
ら
が
供
給
可
能
な
ス
ト
ッ
ク
を
持
っ
て
い
な
い

た
め
、
製
造
業
者
は
、
供
給
物
を
製
造
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
契
約
が
許
可
さ
れ
た
日

か
ら
、
実
際
の
受
渡
し
が
あ
る
ま
で
、
少
な
く
と
も

三
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。
三
ー
四
ヶ
月
が
普
通
で
す

ね
。
製
造
業
者
は
、
許
可
さ
れ
る
前
に
製
造
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

ー
そ
う
す
る
と
、
許
可
ま
で
の
期
間
が
あ
り
、
そ

し
て
許
可
か
ら
受
け
渡
し
ま
で
の
期
間
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

1

第
一
段
階
が
終
J
し
て
ニ
ヶ
月
が
た
っ
て
お

り
、
製
造
業
者
に
関
し
て
い
え
ば
、
三
ー
四
ヶ
月

の
遅
れ
で
す
が
、
遅
れ
の
主
要
な
も
の
は
、
許
可

か
ら
き
て
い
る
の
で
す
か
？

事
務
総
長
の
勧
告
の
後
、
現
在
私
た
ち
は
許
可

の
手
続
き
は
ず
っ
と
早
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
私
た
ち
は
、
こ
の
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
で
は
契
約
の
取
極
め
も
正
確
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
物
品
が
い
つ
到
着
す

る
か
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
＂
＞
例
え

ば
、
今
で
は
、
契
約
が
許
可
さ
れ
れ
ば
、
受
け
渡
し

が
三
ヶ
月
以
内
に
は
行
わ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
私
た
ち
は
、
第
一
一
段
階
の
引
き
渡
し

そ
の
通
り
で
す
J

が
ず
っ
と
早
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
確
信

し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
過
程
で
全
員
が
学
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。
状
況
は
よ
り
良
く
な
っ
て
い

く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ー
ー
白
血
病
病
棟
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

は
医
師
た
ち
が
サ
イ
ト
キ
シ
ン
が
な
い
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
購
入
に
は
コ
ス
ト
が

か
か
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
か
？

コ
ス
ト
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ガ
ン
の
薬
品

は
注
文
さ
れ
て
い
ま
す
。
遅
延
の
原
因
は
第
一
段

階
で
の
契
約
・
許
可
手
続
き
の
問
題
で
す
。
第
二
段

階
に
つ
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、
状
況
は
ず
っ
と
良

く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
第
一
段
階
で

の
取
極
め
の
遅
さ
の
一
部
分
な
の
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
第
1

段
階
で
は
受
け
渡
し
の
継
続
期
間
全
体

に
わ
た
っ
た
管
理
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
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●
八
月
十
一
日
、
横
須
賀
を
母
港
と
す
る
三
代
目
の

空
母
と
し
て
キ
テ
ノ
ホ
ー
ク
が
や
っ
て
く
る
。
い
つ

も
の
よ
う
に
夜
明
け
と
と
も
に
。
~
し
た
が
っ
て
平
和

船
団
の
出
港
は
夜
明
け
前
。
横
須
賀
住
民
じ
ゃ
な
い

私
は
ど
う
や
っ
て
そ
れ
に
間
に
合
わ
せ
る
？
そ
う

だ
、
近
く
の
フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
泊
ま
ろ
う
。
こ
の
夏

ど
こ
に
も
出
か
け
な
い
ン
だ
か
ら
こ
の
際
ゼ
イ
タ
ク

す
る
！
と
言
っ
た
ら
家
族
に
笑
わ
れ
た
。
（
や
）

●
そ
れ
は
い
い
で
は
な
い
か
゜
「
ボ
ー
イ
さ
ん
、
私
の

ゴ
ム
ボ
ー
ト
玄
関
に
回
し
と
い
て
」
と
か
言
っ
て
。
し

編
集
室
か
ら

会計報告
(98.5.27~7.25 

［収入］
0前月からの繰越し

〇今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利f

資料収入

運動収入

177,686 

100、000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

8

6

2

2

 

8

1

7

1

 

か
し
何
だ
か
夜
明
け
前
に
出
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た

い
な
い
な
あ
3

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
い

て
、
せ
め
て
歯
ブ
ラ
シ
と
か
便
せ
ん
と
か
シ
ャ
ン

プ
ー
と
か
持
ち
帰
っ
て
ゃ
ん
な
い
と
元
が
と
れ
な
い

（
そ
ん
な
も
ん
で
と
れ
る
か
）
感
じ
だ
な
あ
‘
が
な
ど
と

冗
談
を
言
っ
て
い
場
合
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
一

九
六

0
年
以
来
の
大
事
件
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

の
だ
C

す
ま
ん
が
「
安
保
闘
争
」
の
こ
と
で
は
な
い
。
＞
わ

が
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
、
そ
の
つ
ま
り
、
あ
の
「
ゅ
う
」
と

か
「
し
ょ
う
」
と
か
い
う
、
ナ
ニ
な
の
で
あ
る
：
＞
と
か

言
っ
て
い
る
う
ち
に
今
夜
の
対
中
日
直
接
対
決
初
戦

は
敗
北
。
こ
う
な
る
と
ガ
ゼ
ン
ニ

□連
敗
の
悪
夢
が

頭
の
中
を
覆
う
の
で
あ
る
（
今
後
の
展
開
に
よ
っ
て

は
、
ナ
ゴ
ヤ
方
面
の
読
者
へ
の
送
付
は
し
ば
ら
く
中

止
す
る
の
で
、
そ
の
つ
も
り
で
い
る
よ
う
に
（
た
）

［支出］
●今月の支出

事務所代 (67月分）

水道光熱費

電話FAX費

郵送費

文具・備品

印制・コピー代

振り込み手数料

分担・参加費（と←ーステホ）

雑費

●次月への繰越し

137,565 

80,000 

8,199 

S,166 

42,460 

゜650 
1,090 

゜゚
440,121 
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再
び
編
集
室
か
らー
お
詫
び
と
お
願
い

●
編
集
長
身
辺
の
様
々
な
事
情
が
重
な
っ
て
、

六
月
は
勝
手
に
休
刊
。
今
号
も
後
れ
に
遅
れ
て

の
発
行
に
な
り
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん。●
会
計
報
告
で
は
お
金
に
余
裕
が
あ
る
よ
う
に

見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
自
力
印
刷

路
線
が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
今
、
あ
っ
と
言
う

間
に
フ
ト
コ
ロ
は
そ
こ
を
つ
く
で
し
ょ
A

？

会

費
納
入
状
況
の
お
知
ら
せ
を
同
封
し
ま
し
た
r

)

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
カ
ン
パ
も
よ
ろ
し

く

（

編

集

部

一

同

）

月刊キャッチピース No.64 1998.7.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通巻142号） 24 


